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亘
理
警
察
署
か
ら

功
労
者
に
感
謝
状
贈
呈

　

1
月
24
日
、
亘
理
警
察
署
で

地
域
の
治
安
維
持
に
協
力
し
、

警
察
活
動
に
多
大
な
貢
献
が
あ

っ
た
功
労
者
に
対
す
る
感
謝
状

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
、
㈱
ナ
ル
ケ
自

動
車
、
宮
城
県
隊
友
会
山
元
支

部
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
岩い

わ

佐さ

年と
し

明あ
き

さ
ん（
花
釜
区
）に
対
し

武
田
署
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な

方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
地

域
の
安
全
・
安
心
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

問
総
務
課 

危
機
管
理
班

☎
37
―
1
1
1
1　

平
成
18
年
以
来
と
な
る

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

2
年
間
達
成

　

2
月
2
日
、
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
2
年
間（
平
成
28
年
1
月

31
日
～
平
成
30
年
1
月
30
日
）

を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、「
宮

城
県
知
事『
褒ほ

う

状じ
ょ
う

』な
ら
び
に

宮
城
県
警
察
本
部
長『
讃
辞
』

伝
達
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
を
受
け
た
齋
藤
町
長
は

「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
記
録

を
1
日
で
も
長
く
延
ば
せ
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
交
通
安
全
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」と
今

後
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
町
民
総
ぐ
る
み
で

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
期
間
を
伸

長
で
き
る
よ
う
、
安
全
運
転
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課 

危
機
管
理
班

☎
37
―
1
1
1
1

　

2
月
15
日
、
仮
設
住
宅
の
製

作
な
ら
び
に
販
売
、
賃
貸
を
主

な
事
業
と
す
る
東
海
リ
ー
ス
㈱

と
新
事
業
場
建
設
に
係
る
立
地

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

仙
台
圏
域
に
近
く
、
ア
ク
セ

ス
の
良
い
進
出
先
を
探
し
て
い

た
同
社
に
対
し
、
常
磐
自
動
車

道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
国

道
6
号
な
ど
に
近
く
、
交
通
利

便
性
が
特
に
高
い
点
や
冬
季
で

も
比
較
的
降
雪
が
少
な
い
と
い

っ
た
本
町
の
長
所
な
ど
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
根
気
強
く
交
渉
を

重
ね
た
結
果
、
今
回
の
協
定
締

結
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
役
場
内
で
行
わ
れ
た

立
地
協
定
締
結
式
に
は
、
同
社

の
塚
本
博
亮
代
表
取
締
役
社

長
、
齋
藤
町
長
ら
が
出
席
。
塚

本
社
長
と
齋
藤
町
長
は
、
関
係

者
が
見
守
る
中
、
お
互
い
に
署

名
・
押
印
し
た
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
に
際
し
、
齋
藤

町
長
は「
東
北
を
管
轄
す
る
配

送
セ
ン
タ
ー
を
立
地
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
、町
民
一
同
、

今
回
の
進
出
を
大
変
喜
ん
で
い

ま
す
」と
述
べ
、
大
歓
迎
の
意

を
表
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
新
事
業
場
は
、
真
庭

区
の
旧
ド
ギ
ー
フ
ー
ズ
東
北
工

場
を
改
装
し
て
建
設
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
東
北
地
方
に
お
け

る
拠
点
配
送
セ
ン
タ
ー
と
し
て

今
年
6
月
を
目
途
に
操
業
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
新
規
雇
用
の

創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
、
町
の
発
展
に
大
い
に
貢
献

し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

問
産
業
振
興
課 

地
域
振
興
班

☎
37
―
1
1
1
9

東
海
リ
ー
ス
㈱
と
立
地
協
定
を
締
結

▲ 関係機関と連携し、町の交通安
全強化を図ります

▲ 感謝状を受け取る宮城県隊友会山元
支部防犯パトロール隊の松田隊長

▲調印した協定書を手にする塚本代表取締役社長（右）と齋藤町長
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宮
城
県
南
部
郵
便
局
長
会
か

ら
車
い
す
と
シ
ル
バ
ー
カ
ー

贈
呈

　

2
月
19
日
、
宮
城
県
南
部
地

区
4
市
9
町
の
郵
便
局
長
で
組

織
す
る
宮
城
県
南
部
郵
便
局
長

会
か
ら
車
い
す
と
シ
ル
バ
ー

カ
ー
各
1
台
を
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
宮
城
県
南
部
郵
便
局
長
会
は

地
域
に
密
着
し
、
地
域
の
発
展

を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
貢
献
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
来
庁
す
る

高
齢
者
の
方
々
が
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
と
の
思
い
か

ら
、
今
回
の
寄
付
と
な
り
ま
し

た
。

　
寄
付
さ
れ
た
車
い
す
と
シ
ル

バ
ー
カ
ー
は
、
福
祉
事
業
な
ど

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課 

福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3

　

2
月
18
日
、
防
災
拠
点
・
山

下
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば

め
の
杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
」を

会
場
に
、
本
気
で
楽
し
む
婚
活

イ
ベ
ン
ト「
イ
チ
ゴ
狩
り
＆
ス

イ
ー
ツ
コ
ン
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、〝
出
会

い
の
場
〟の
創
出
を
目
的
に
、

町
が
平
成
27
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る「
婚
活
支
援
事
業
」

の
一
環
で
開
催
し
た
も
の
で
、

今
回
で
6
回
目
を
数
え
ま
す
。

　
〝
山
元
町
で
甘
く
素
敵
な
出

会
い
を
〟と
題
し
た
今
回
は
、

定
員
40
人（
男
女
各
20
人
）で

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
男
性
は
19

人
、
女
性
に
つ
い
て
は
過
去
最

多
の
申
込
者
数
と
な
り
、
抽
選

を
実
施
す
る
ほ
ど
の
好
評
ぶ
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
男

女
合
わ
せ
て
39
人
が
参
加
。
お

互
い
初
対
面
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
1
対
1
の
自
己
紹
介
ト
ー

ク
で
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
参
加

者
で
し
た
が
、「
I
C
H
I
G
O 

W
O
R
L
D
」で
の
イ
チ
ゴ
狩

り
や
、
パ
テ
ィ
シ
エ
指
導
の
も

と
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

ス
イ
ー
ツ
作
り
体
験
を
通
じ
、

次
第
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
イ
ベ
ン
ト

が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

気
に
な
る
結
果
は
と
い
う

と
、過
去
最
多（
8
組
）に
迫
る

7
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
。
文

字
ど
お
り
、〝
山
元
町
で
甘
く

素
敵
な
出
会
い
〟と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
出
会
い
の
場
の

創
出
が
、将
来
、町
へ
の
定
住
、

子
育
て
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

問 

保
健
福
祉
課 

子
育
て
支
援
班

☎
37
―
1
1
1
3

第
25
回
宮
城
県
南
サ
ミ
ッ
ト

　

2
月
6
日
、
宮
城
県
南
4
市

9
町
の
首
長
が
一
堂
に
会
し
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
な
が
ら
、
県
南
部

の
発
展
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
宮
城
県
南
サ
ミ
ッ

ト
が
、
防
災
拠
点
・
山
下
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば
め
の
杜

ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
」を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
震
災
後
初
と
な
る

本
町
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
先
立
ち
、
各
首

長
に
よ
る
町
内
視
察
が
行
わ

れ
、
笠
野
避
難
丘
公
園
や
㈱
や

ま
も
と
フ
ァ
ー
ム
み
ら
い
野
を

訪
れ
、
山
元
東
部
地
区
農
地
整

備
や
新
た
な
形
態
に
よ
る
農
業

の
復
興
の
様
子
を
視
察
し
ま
し

た
。
会
場
に
戻
っ
て
か
ら
は
、

屋
上
か
ら
J
R
山
下
駅
を
含

む
つ
ば
め
の
杜
新
市
街
地
を
見

学
し
、
着
実
に
進
む
復
旧
・
復

興
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
文
化
研
修
ホ
ー
ル

に
場
所
を
移
し
、「
東
北
民
俗

の
会
」の
佐
藤
敏
悦
会
長
に
よ

る「
仙
台
藩
と
県
南
の〝
お
も

て
な
し
料
理
〟に
学
ぶ
」と
題
し

た
講
話
を
聴
講
し
た
ほ
か
、
村

井
知
事
と
、
県
南
各
市
町
が
抱

え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
村
井
知
事
と
の
意
見
交
換
の

中
で
、
齋
藤
町
長
は
、
昨
年
10

月
の
台
風
21
号
で
町
内
の
河
川

な
ど
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た

こ
と
か
ら「
県
管
理
の
2
級
河

川
坂
元
川
の
未
整
備
区
間
の
整

備
促
進
」を
要
望
し
、
治
水
性

能
の
さ
ら
な
る
向
上
に
よ
る
、

流
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
を
図
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

問
企
画
財
政
課 

企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8

▲ 左から坂元郵便局菊地局長、 
齋藤町長、山元郵便局佐藤局長

▲ いちご狩りやスイーツ作りなどを通して交流を
深めていました

▲村井知事と佐藤敏悦会長、4市9町の首長

本
気
で
楽
し
む
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
イ
チ
ゴ
狩
り
＆
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
」で
�

7
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
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○
公
共
交
通
の
担
い
手
は
？

　

公
共
交
通
に
は
、
鉄
道
や
タ

ク
シ
ー
、
バ
ス
事
業
な
ど
、
民

間
の
事
業
者
が
国
か
ら
許
認
可

を
受
け
て
行
う
も
の
と
、
自
治

体
な
ど
が
地
域
住
民
の
生
活
交

通
を
確
保
す
る
た
め
に
行
う
も

の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
内
の
公
共
交
通
の
確
保

は
、
行
政
と
民
間
事
業
を
合
わ

せ
た
地
域
全
体
の
交
通
体
系
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○ 

な
ぜ
町
が
バ
ス
を
運
行
し
て

い
る
の
？

　

本
町
で
は
、
宮
城
交
通
㈱
の

路
線
バ
ス
が
町
内
か
ら
撤
退
し

た
こ
と
に
伴
い
、
住
民
の
交
通

手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成

11
年
度
か
ら
、
町
民
バ
ス「
ぐ

る
り
ん
号
」を
運
行
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
、自
家
用
自
動
車（
白

ナ
ン
バ
ー
）で
有
償
運
送
で
き

る「
市
町
村
運
営
有
償
運
送
」

の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
4
月
か
ら
は
、

タ
ク
シ
ー
車
両
を
使
っ
た
、
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運

行
し
て
い
ま
す
が
、
自
宅
と
指

定
乗
降
場
所（
目
的
地
）間
を

送
迎
す
る「
バ
ス
」の
位
置
付

け
と
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

時
間
帯
を
分
け
て「
町
民
バ

ス
」と「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
」を
使
い
分
け
る
2
つ

で
1
つ
の「
町
民
バ
ス
事
業
」

で
す
。

○ 

町（
行
政
）が
公
共
交
通
事

業
を
行
う
に
は
？

　

自
治
体
な
ど
が
国
に
対
し
、

市
町
村
有
償
運
送
の
登
録
を
行

い
ま
す
。
登
録
に
は「
地
域
公

共
交
通
会
議
」の
合
意
を
得
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
会
議
に
は
、町
の
福
祉・

教
育
関
係
者
や
地
域
の
交
通
事

業
者
な
ど
の
ほ
か
、
公
募
に
よ

っ
て
選
任
さ
れ
た
住
民
の
方
も

参
画
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

地
域
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
、
民
間
事
業
と

の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
が

ら
、「
町
民
バ
ス
等
」の
運
行
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

○
今
回
の
改
正
は
？

　
町
民
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
併
用
に
よ
る
町

公
共
交
通
事
業
に
つ
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
・
ご
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特

に
ご
要
望
が
多
か
っ
た
内
容
を

中
心
に
検
討
し
、
現
時
点
で
対

応
可
能
な
内
容
に
絞
っ
て
改
正

を
行
い
ま
す
。

■
時
刻
表
が
変
わ
り
ま
す

　

前
月
号
で
紹
介
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

4
月
2
日
㈪
か
ら
、「
町
民
バ

ス
等
」の
時
刻
等
を
改
正
し
ま

す
。

　
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。
そ
の
他
、
ダ
イ
ヤ
の
変

更
点
な
ど
の
詳
細
は
3
月
中
旬

以
降
に　
各
戸
配
布
予
定
の
時

刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
な
改
正
点

○
町
民
バ
ス

・
Ｊ
Ｒ
と
の
乗
り
継
ぎ
改
善

　

ご
要
望
が
多
い
、
Ｊ
Ｒ
と
の

乗
り
継
ぎ
改
善
は
、
町
内
の
通

学
や
通
院
な
ど
の
時
刻
を
優
先

し
つ
つ
、
可
能
な
範
囲
で
、
駅

で
の「
待
ち
合
わ
せ
」時
間
を

設
け
、
Ｊ
Ｒ
と
町
民
バ
ス
の
乗

り
継
ぎ
本
数
を
増
加
さ
せ
ま

す
。（
バ
ス
の
乗
車
時
間
は
若

干
長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

・
バ
ス
停
留
所
の
追
加
な
ど

　
各
行
政
区
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
箇
所
な
ど
に
停
留
所
の
新
設

や
移
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

・
昼
12
時
30
分
発
便
を
運
行

　

最
も
希
望
が
多
か
っ
た
、
12

時
30
分
発
の
便
を
運
行
し
ま

す
。

・�

医
療
機
関
な
ど
9
カ
所
を
指

定
乗
降
場
所
に
追
加

　

通
院
利
用
が
多
い
こ
と
か

ら
、
医
療
機
関
を
中
心
に
乗
降

場
所
を
追
加
し
ま
す
。

【
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

追
加
指
定
乗
降
場
所
】

①
菊
地
内
科
医
院

②
菊
地
歯
科
医
院

③
浅
生
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

④
平
田
外
科
医
院

⑤
松
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

⑥
に
い
の
歯
科

⑦
大
地
の
塔
前

　
（
現「
花
釜
橋
元
商
店
前
」）

⑧
宮
城
病
院
前

⑨
宮
城
病
院
東

・�

午
後
便
の
当
日
予
約
が
可
能

に
　
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

は
、
予
約
を
受
け
付
け
た
後
に

運
行
計
画
を
立
て
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
当
日
予
約
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

か
ら
午
後
便
の
当
日
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。

※�

午
前
便
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
前
日
ま
で
の
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

�　
町
内
の
公
共
交
通
は
、民
間
の
鉄
道（
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
）、タ
ク
シ
ー
、

介
護
タ
ク
シ
ー
な
ど
に
加
え
、
町
の
路
線
バ
ス
お
よ
び
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
（
以
下「
町
民
バ
ス
等
」）を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
民
間
と
町
が
行
う
公
共
交
通
事
業
の
関
係
性
や
4
月
に

行
わ
れ
る「
町
民
バ
ス
等
」の
ダ
イ
ヤ
改
正
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

町
民
バ
ス
と
町
内
の
公
共
交
通

�

問 

企
画
財
政
課�

企
画
班　
☎
37
―
1
1
1
8
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【前列・左から】 【後列・左から】
岩
いわ

佐
さ

　　正
ただし

庄
しょう

子
じ

　　浩
ひろし

阿
あ

部
べ

　賢
けん

一
いち

（会長） 渡
わた

辺
なべ

　成
せい

寿
じゅ

佐
さ

藤
とう

　拓
たく

実
み

（会長職務代理） 黒
くろ

田
だ

　忠
ただ

良
よし

鈴
すず

木
き

　京
きょう

子
こ

庄
しょう

司
じ

　恒
こう

一
いち

※敬称略

【前列・左から】 【後列・左から】
丸
まる

子
こ

　伴
とし

範
のり

（笠野・花釜） 伊
い

藤
とう

　久
ひさ

光
みつ

（山寺・山下）
星
ほし

　　　剛
たけし

（磯・中浜） 阿
あ

部
べ

　幸
こう

治
じ

（真庭・久保間）
伊
い

藤
とう

　正
しょう

平
へい

（合戦原・新浜） 森
もり

　　三
みつ

男
お

（下郷・町）
作
さく

間
ま

　稔
とし

昌
まさ

（中山・上平） 阿
あ

部
べ

　正
まさ

晴
はる

（浅生原・高瀬）
橋
はし

元
もと

　洋
よう

平
へい

（横山・牛橋） 岩
いわ

佐
さ

　俊
とし

宏
ひろ

（八手庭・大平）
永
なが

谷
や

　清
せい

一
いち

郎
ろう

（小平・鷲足）
※敬称略、（　）内は担当地区

■農業委員

■農業利用最適化推進委員

　任期満了と農業委員会に関する法律の一部改正に伴い、1月29日から新体制で農業委員会がスタート
しました。
　新体制では、農業委員の選出方法がこれまでの選挙制から任命制に変更されたほか、農業委員とともに
地域で農地などの最適化に取り組む、農地利用最適化推進委員も新たに設置されました。　
　今回の山元町農業委員会は、齋藤町長から任命された農業委員8人と、農業委員会から委嘱された農地
利用最適化推進委員11人が連携し合い、本町の農地利用の最適化に取り組んでいきます。

問 農業委員会事務局　☎37-5117

農業委員会業務の重点化
　法改正により、必須業務であ
る農地に関する権利移動許可審
査等の他、農地等の利用の最適
化（担い手への農地利用の集積・
集約化、耕作放棄地の発生防止・
解消、新規参入の促進）の推進
が最重要であると位置づけられ
ました。
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人
が
人
を
呼
び
、
人
を
育
て
る
に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
多
様
な
か
た
ち
で
本
町
に
関

わ
り
続
け
る
方（
関
係
人
口
）

を
さ
ら
に
増
や
す
た
め
、
今
年

度
に
実
施
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
事
業
報
告
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

報
告
会
の
概
要

　

1
月
28
日
、
防
災
拠
点
・
山

下
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば

め
の
杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
」を

会
場
に「
お
試
し
移
住
交
流
推

進
事
業
報
告
会
」を
開
催
し
、

町
内
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
団
体
や
個
人
を
は
じ
め
、
東

京
都
や
南
相
馬
市
、
仙
台
市
な

ど
か
ら
約
50
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
い

ち
早
く「
関
係
人
口
」に
着
目

し
、
全
国
各
地
で
講
演
を
行
っ

て
い
る「
月
刊
ソ
ト
コ
ト
」の

指
出
一
正
編
集
長
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
再
生
す
る
取
り

組
み
を
通
じ
て
福
島
の
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
る
千
葉
大
学
大

学
院
の
秋
田
典
子
准
教
授
、
本

報
告
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
後
援
を
い
た
だ
い
た
復
興

庁
の
久
保
田
誉
参
事
官
、
支
援

事
業
者
の
㈱
ア
ス
ノ
オ
ト
信
岡

良
亮
さ
ん
に
登
壇
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ゲ
ス
ト
か
ら「
現
在
の
山
元

町
は
関
係
人
口
が
生
ま
れ
や
す

い
環
境
に
あ
り
、
こ
れ
だ
け
面

白
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
も
っ
と
積
極
的
に
情

報
を
発
信
し
て
い
け
ば
さ
ら
に

良
く
な
る
」「
仙
台
圏
を
も
っ

と
巻
き
込
ん
で
は
ど
う
か
」な

ど
、
今
後
の
事
業
の
進
め
方
に

つ
い
て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

カ
ギ
と
な
る「
関
係
人
口
」

に
つ
い
て
の
ゲ
ス
ト
討
論
で

は
、「『
関
係
人
口
』と
い
う
言

葉
は
、『
移
住
者
・
よ
そ
者
』の

よ
う
な
表
現
と
違
い
、
地
域
内

外
の
温
度
差
が
少
な
く
、
地
域

を
活
性
化
す
る
上
で
良
い
コ
ン

テ
ク
ス
ト（
文
脈
）に
な
り
得

る
。
た
だ
、『
関
係
人
口
』と
い

う
言
葉
だ
け
を
先
行
さ
せ
ず
、

面
白
い
町
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
で
仲
間
を
作
る
ほ
う
が

い
い
」「
現
在
の
復
興
事
業
は

全
て『
拠
点
を
つ
く
る
』こ
と

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、『
知

る
・
出
会
う
・
通
う
』の
ス
テ
ッ

プ
に
い
る
人
が
多
い
今
、『
知

る
』か
ら
始
ま
る
ス
テ
ッ
プ
が

大
切
で
あ
る
」な
ど
今
後
の
取

り
組
み
に
対
し
て
の
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
を
面
白
く
し
て
い
く

カ
ギ
を
握
る「
関
係
人
口
」

の
声

　
地
域
と
の
関
係
性
を
大
切
に

し
、「
こ
の
場
所
と
な
ら
自
分

も
関
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
行
動
に
移
し
た
方
々
か
ら
、

ご
自
身
と
本
町
と
の「
関
係
」

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
契
機

に
本
町
と
関
わ
り
は
じ
め
、
そ

の
後
、
本
町
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
埼
玉
県
在

住
の
造
園
家
向
井
康
治
さ
ん
は

「
山
元
町
に
来
る
と
温
か
く
迎

え
て
く
れ
る
町
の
人
が
い
る
こ

と
で
、
嬉
し
く
な
り
、
ま
た
来

た
く
な
り
ま
す
」と
、
町
に
関

わ
り
続
け
る
思
い
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
本
事
業
で
開
催
し
た
東
京
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
縁
で
、
町

内
の
菓
子
店
や
い
ち
ご
農
家
の

依
頼
を
受
け
、
ポ
ス
タ
ー
や
化

粧
箱
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
、
東

京
都
在
住
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
工
藤
容
子
さ
ん
は
、

デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
本
町
に
関

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て「
東
京
で
の
イ
ベ
ン
ト
参

加
が
き
っ
か
け
で
縁
が
生
ま

れ
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
山
元

町
で
夢
を
叶
え
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
振

り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

報
告
会
を
終
え
て

　

報
告
会
終
了
後
、
指
出
さ
ん

か
ら「
山
元
町
の
試
み
は
非
常

に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
こ
の
ゆ

っ
た
り
と
し
た
空
気
感
を
大
切

に
し
て
活
動
を
続
け
て
い
っ
て

欲
し
い
」と
、
今
後
の
事
業
へ

の
期
待
を
込
め
た
励
ま
し
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
会
に
参
加
し
た

方
々
か
ら
は「
刺
激
を
も
ら

い
、素
晴
ら
し
い
時
間
で
し
た
」

「
自
治
体
や
民
間
、
住
民
も
巻

き
込
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
感

動
し
て
い
ま
す
」な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
町
内
の
多
く
の

方
々
か
ら
の
ご
支
援
を
受
け
な

が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
民
生
活
課 

生
活
班

☎
37
︱
1
1
1
2

▲ ゲスト陣の皆さんから、町を盛り上
げるための意見をいただきました

▲ 地域の人が集まる場所づくりを目
指す向井さん▲東京イベントについて語る工藤さん
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　東日本大震災から7年が経過します。本町は全国各地の皆さんのご支援をいただきながら、復旧、復興
そして創生へと一歩ずつ歩みを進め、その着実な歩みにより、甚大な被害を受けた町並みはめざましい変
貌を遂げました。一方で、犠牲者の無念や復旧・復興の苦節、震災により得られた数々の教訓を忘れるこ
となく、後世に伝承していかなくてはなりません。
　展示する写真は、町鎮魂の日関連事業「津波、写真、それから」の一環として展示しており、震災から現
在までの町の様子を振り返りながら、写真を通じて震災の記憶や教訓を伝えます。
期日　3月8日（木）～ 3月25日（日）　時間　9：00 ～ 21：30
場所　防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」　3階　交流情報コーナー

　
町
で
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
7
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
追
悼
式
」を
次
の
と
お
り

執
り
行
い
ま
す
。

　
こ
の
式
典
は
、犠
牲
と
な
ら
れ
た
6
3
7
人
の
御
霊
に
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
る
と
と
も

に
、参
列
者
一
同
で
、本
町
の
1
日
も
早
い
復
興
・
創
生
を
誓
い
合
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
3
月
11
日
㈰

　
　
　

 

14
時
45
分
開
式

　
　
　
（
開
場
14
時
）

会
場　
慰
霊
碑
建
立
地

　
　
　
（
旧
Ｊ
Ｒ
山
下
駅
跡
地
）

式
典
の
内
容

①
黙
と
う

②
町
長
式
辞　

③
献
花　

そ
の
他

・ 

追
悼
式
は
、無
宗
教
・
献
花
形
式

で
執
り
行
い
ま
す
。

・ 

当
日
は
、
ど
な
た
で
も
出
席
で
き

ま
す
。

・ 

香
料
、
供
花
、
供
物
な
ど
は
、
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

・ 

駐
車
場
に
は
、
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
乗
り
合
わ
せ
で
の
ご
来

場
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課 

総
務
班

☎
37
︱
1
1
1
1

東
日
本
大
震
災
七
周
年

「
山
元
町
追
悼
式
」
開
催
の
ご
案
内

復興の歩み写真を展示します

問 防災拠点・山下地域交流センター　☎37-5592
▲写真家 高橋宗正氏、思い出サルベージ代表 溝口佑爾氏などが撮影した写真を展示します

防災拠点・山
下地域交流セ
ンター

山下第二小学校

【会場】
慰霊碑建立地
（旧ＪＲ山下駅）

山元町追悼式会場地図

町
道
い
ち
ご
街
道
線
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2
月
1
日
、
任
期
付
採
用
職

員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
新
た

に「
チ
ー
ム
山
元
」の
一
員
に

な
っ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

【
敬
称
略
】

新
規
採
用
職
員
紹
介

　�

～
町
民
の
皆
さ
ん
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
～

臨時職員募集のお知らせ
1　募集職種・応募資格など

№ 職　種 募集
人数 任用期間 応募資格等

（18歳以上が必須） 主な勤務地 賃　金 勤務時間 受付・
問い合わせ課

1

保育士

5人

平30.4.1 ～
平30.9.30

保育士、幼稚園教諭、小
学校教諭、養護教諭、保
健師、看護師、准看護師
の資格を有する方

つばめの
杜保育所

日額8,000円
（町規定による交
通費の支給有）

月～土のうち
5日間

7時間45分
（早番・遅番有）

保健福祉課
☎37-1113

2 4人
時給1,040円
（町規定による交
通費の支給有）

月～土のうち
5日間

4時間（早番・遅番有）

3

保育補助

3人

実務経験のある方

日額6,600円
月～土のうち
5日間

7時間45分（早番・遅番有）

4 2人 時給860円
月～土のうち
5日間

4時間（早番・遅番有）

2　勤務条件など
　　⑴　任用期間　任用期間は記載のとおりですが、最長で平成31年3月31日まで更新する場合があります。
　　⑵　各種保険　勤務条件などにより、社会保険、雇用保険、労災保険に加入となります。
　　⑶　賃金支払日　月末締め翌月15日払い（土・日・祝日の場合はその前日）
3　申込方法・受付期間など
　　⑴　�申込方法　�市販の履歴書に顔写真を貼付し、職種を記載の上、保健福祉課に提出してください。（郵送の場

合は受験票送付用として、住所・氏名を記入し、切手を貼付した封筒を同封してください）
� なお、申し込む職種は、いずれか1つでお願いします。（複数の職種に申し込むことはできません）
　　⑵　受付期間　�3月7日（水）～3月19日（月）　8：30～ 17：00（土・日を除く）郵送の場合は、3月19日（月）

到着分まで有効
　　⑶　郵 送 先　�〒989－2292　山元町浅生原字作田山32番地　山元町役場　保険福祉課子育て支援班宛

※封筒の表に「臨時職員採用試験申込」と記入してください。
　　⑷　選考方法　書類審査および面接により選考します。（詳細は申し込み時）

防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
に
係
る
土
地
買
取
り

の
期
間
を
延
長
し
ま
す

　

町
で
は
、
津
波
防
災
区
域
第

1
種
・
第
2
種
区
域
内
か
ら
、

移
転（
※
）す
る
方
を
対
象
に

居
住
し
て
い
た
宅
地
な
ど
の
買

取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
相

続
や
抵
当
権
な
ど
の
手
続
き
に

時
間
を
要
し
、
未
だ
買
取
り
が

困
難
な
方
の
た
め
、
平
成
32
年

3
月
31
日
ま
で
買
取
り
期
間
を

延
長
し
ま
す
。

※�

津
波
防
災
区
域
第
1
種
・
第

2
種
区
域
外

買
取
り
希
望
申
出
期
限

・
9
月
30
日
ま
で

※�

期
限
後
の
申
出
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。

問
震
災
復
興
企
画
課�

企
画
調
整
班

☎
37
―

０
４
９
７

防災行政無線
6時と21時の時報
廃止のお知らせ

　これまで、防災行政無
線では、6時・12時・17
時・21時に、それぞれ
の時刻をお知らせする
時報 (メロディ )を放送
してきましたが、4月1
日 ( 日 ) か ら6時 と21
時の時報を廃止し、12
時と17時のみの放送と
なりますので、お知らせ
します。

問�総務課�危機管理班
☎37－1111

施
設
管
理
室 

施
設
管
理
班

鷹た
か
の
は
し觜

　
和か

ず

芳よ
し

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース
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● 引っ越しの際は住所の異動手続きを忘れずに ●
　住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、居住関係を公証するだけでなく、国民健康保険や国
民年金、選挙人名簿の登録などに必要な大事な手続きです。
　就職や転勤、入学などによる引越しで、住所を移される方は、住民票の異動届を忘れずにお願いします。

　「マイナンバーカード」「住民基本台帳カード」をお持ちの方が転出する場合、特例により転出証明書が
不要になります。（転入の手続きをする際には「マイナンバーカード」などと、暗証番号の入力が必要です）

「マイナンバー通知カード」、「マイナンバーカード」、「住民基本台帳カード」の住所変更もお忘れなく！
※これらのカードの住所も最新のものにする必要があります。

■問 町民生活課窓口班　☎37-1112　　坂元支所　☎38-0301

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
・
自
動

車
燃
料
費
助
成
券
申
請
受
け
付
け

の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
る
方

に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
ま
た
は
自
動
車
燃
料

券
の
ど
ち
ら
か
の
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

開
始
日
　

4
月
2
日
㈪

持
参
物

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

　
各
種
障
害
者
手
帳
、印
鑑

○
自
動
車
燃
料
費
助
成
券

　

 

各
種
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
本
人
ま
た
は

生
計
同
一
者
名
義
の
自
動
車
車
検
証

申
請
窓
口　
左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
坂

　
元
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課 

福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3

対象要件 対象手帳区分 対象等級

・ 本町に住所がある方
・ 平成29年度の住民税
（所得割）が非課税の方

身体障害者手帳 1級または2級

療育手帳 A

精神障害者保健
福祉手帳 1級

※施設入所中、病院入院中の方は対象となりません。

●住民の皆さんに送付されている
　「マイナンバー通知カード」

（おもて面）

●身分証明書となる
　「マイナンバーカード」

（おもて面）

●他の市区町村へ転出 ●山元町に転入 ●山元町内で転居

山元町に 今お住まいの役所に

転出証明書を申請

引 越 し

お住まいになる市区町村（山元町）へ

実際に住んでから 14日以内に転入（転居）届を提出

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース
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引越しの際などの届出はお忘れなく

土曜日の午前中も手続きが可能です

　上下水道使用の開始・中止などをする場合は、次のような届出が必要になり
ますので、水道お客さまセンターで手続きをお願いします。
　手続きは電話でも受け付けできますので、平日8：30 ～ 17：00または
土曜日8：30 ～ 12：00に水道お客さまセンターまでご連絡ください。

＊お願い＊
○手続きした日にかかわらず、水道の開始・中止の作業は平日に行います。
　土・日・祝日の給水開始などは対応できませんのでご注意ください。
○�口座振替の手続きは、印鑑と通帳をご用意の上、お近くの取扱金融機関（七十七銀行・仙台銀行・あぶく
ま信用金庫・みやぎ亘理農業協同組合・ゆうちょ銀行）窓口でお取り扱いします。

■開始の手続き（契約申し込み）

　・新たに水道を使用するときや中止していた水道を再び使用する場合

　開始の手続きをしていなくても、水が出る場合がありますが、水道を使用する場合には届出が必要

になります。無届けで水道を使用してしまうと、使用開始日などが確認できず、使用水量や料金の行

き違いなど、トラブル発生の原因となりますので、ご連絡をお願いします。

■中止の手続き（契約解除）

　・水道の使用を中止する場合

　中止の届出を行わないと、使用していなくても基本料金がかかりますので、ご連絡をお願いします。

■名義変更の手続き（契約者変更）

　・水道の使用者が変更になる場合

　使用者が死亡した場合など、使用者名義が変わる際には、ご連絡をお願いします。

　水道お客さまセンターでは、土曜日も窓口を開設しています。土曜日は、使
用開始・中止・名義変更届などの受け付けのほか、料金収納業務も行っていま
すので、ぜひご利用ください。

土曜日（年末年始・祝日を除く）の営業時間　8：30 ～ 12：00

上下水道事業所からのお知らせ
問�上下水道事業所　☎ 29-4951　　水道お客さまセンター�　☎ 37-1120

土曜日でも 
受付できるよ！

やまもとP10水道_三[10].indd   10 2018/02/28   16:25:41
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親
子
で
一
緒
に
　
英
語

で
楽
し
い
ひ
と
と
き

　
幼
少
の
と
き
か
ら
英
語
に
触

れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
幼
児
の
英
語
教
育
経
験
者
の

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
外
国
人
ス
タ

ッ
フ
と
一
緒
に
、
親
子
で
英
語

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。年
長
児・

年
中
児
と
、
1
〜
3
歳
児
に
分

け
て
実
施
し
ま
す
。

日
時
　　

①
3
月
10
日
㈯

　
10
時
30
分
〜
11
時
10
分

②
3
月
13
日
㈫

　
10
時
30
分
〜
11
時
10
分

内
容
　
歌
や
絵
カ
ー
ド
を
使
っ

て
、
簡
単
な
体
の
動
き
を
英

語
で
紹
介
し
ま
す
。

対
象
者
　

①�

年
長
児
・
年
中
児
と
保
護
者

②�

1
歳
〜
3
歳
児
と
保
護
者

定
員
　
各
日
15
組

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
対
象
日
の
前
日
ま

で
に
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
可

N
P
O
法
人
子
育
て

ひ
ろ
ば
夢
ふ
う
せ
ん
　

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

○
歯
み
が
き
教
室

　
乳
幼
児
期
の
歯
み
が
き
の
ポ

イ
ン
ト
を
歯
科
衛
生
士
が
丁
寧

に
教
え
ま
す
。

日
時
　
3
月
17
日
㈯

　　
　
10
時
30
分
〜
12
時

対
象
者
　
乳
幼
児
と
保
護
者

持
ち
物
　
お
子
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ

申
し
込
み
　
3
月
16
日
㈮
ま
で

に
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

子
育
て
ひ
ろ
ば
夢
ふ
う
せ
ん

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
疲
れ
な
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
体
操

　
小
さ
な
動
き
で
身
体
を
整
え

る
、
疲
れ
な
い
体
操
で
す
。
身

体
の
動
き
や
姿
勢
が
驚
く
ほ
ど

良
く
な
り
ま
す
。
運
動
が
好
き

な
方
は
も
ち
ろ
ん
、
苦
手
だ
け

ど
何
か
し
な
き
ゃ
と
悩
ん
で
い

る
方
に
も
お
ス
ス
メ
で
す
。

日
時
　
3
月
22
日
㈭

　　
　
10
時
30
分
〜
12
時

場
所
　
防
災
拠
点
・
坂
元
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
さ
と

お
も
だ
か
館
」　

講
師
　
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
関
本
咲
子
さ
ん

※
靴
下
を
脱
い
で
行
い
ま
す
の

で
膝
か
ら
下
が
出
せ
る
動
き
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
ど
な
た
で
も

※
乳
幼
児
の
見
守
り
託
児
あ
り

ま
す
。

定
員
　
20
組

申
し
込
み
　
3
月
20
日
㈫
ま
で

に
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

子
育
て
ひ
ろ
ば
夢
ふ
う
せ
ん

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
可

○
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　

夢
ふ
う
せ
ん
ス
タ
ッ
フ「
ひ

ま
わ
り
」に
よ
る
ピ
ア
ノ
と
エ

レ
ク
ト
ー
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た

で
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
　
3
月
29
日
㈭

　　
　
10
時
30
分
〜
12
時

場
所
　
山
下
第
二
小
学
校�

音
楽
室

持
ち
物
　
上
履
き

申
し
込
み
　
不
要

問 

N
P
O
法
人
子
育
て
ひ
ろ

ば
夢
ふ
う
せ
ん

☎
０
８
０
ー
４
０
７
６
ー
３
５
７
０

　
（
栗
和
田
）

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
利

用
登
録
カ
ー
ド
は
更
新

が
必
要
で
す

　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
た
め
の「
な
か
よ
し
カ
ー

ド
」（
未
就
学
児
・
小
学
生
用
）、

「
利
用
カ
ー
ド
」（
中
学
・
高
校

生
用
）は
年
度
ご
と
の
更
新
が

必
要
で
す
。
3
月
26
日
㈪
か
ら

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
町
内
の
幼
稚
園
、
保

育
所
、
小
学
校
を
通
し
て
4
月

に
申
請
用
紙
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
利
用
時
期
に
合
わ
せ
て
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
な
か
よ
し
会
」

�
会
員
募
集

　

育
児
サ
ー
ク
ル「
な
か
よ
し

会
」は
、
就
園
前
の
お
子
さ
ん

と
お
母
さ
ん
た
ち
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
自
由
遊
び

の
ほ
か
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

週
に
1
回
、
一
緒
に
子
育
て

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
週
木
曜
日

　　
　
10
時
〜
13
時

場
所
　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
少

年
の
森
な
ど

問
生
涯
学
習
課　
生
涯
学
習
班

☎
37
―
5
1
1
6

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
問
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
36
―
7
2
5
1

FAX 

36
―
8
6
3
4

▲毎月1回行う、絵本の読み聞かせ

▲�前回は「クリスマスコンサート」を
開催しました
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い
つ
で
も

　ど
こ
で
も

　だ
れ
で
も

い
つ
で
も

　ど
こ
で
も

　だ
れ
で
も

生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー

深
山
山
麓
少
年
の
森 

37
―
３
１
５
０

歴
史
民
俗
資
料
館

　 

37
―
０
０
４
０

ふ
る
さ
と
伝
承
館

生
涯
学
習
課

中
央
公
民
館 

37
―
５
１
１
６

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

問い合わせ
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

37
―
２
９
１
９

坂
元
公
民
館 

38
―
０
3
0
1

山元町の魅力発見　受賞者決定
　本町の社会教育団体「すばらしいやま
もとを創る協議会」主催で本町の新たな
魅力を見つけ出し、改めて郷土を慈しむ
という趣旨で絵画・標語・写真などの作
品の募集を行ったところ、優秀作品が次
のとおり決定しました。
　受賞作品は、今後、防災拠点・山下地
域交流センター「つばめの杜ひだまり
ホール」に掲示されます。
展示期間　3月28日㈬〜4月30日（月・振）

優秀作品　大人の部
【絵画】
　・里山の春　鈴

す ず

木
き

　敏
と し

勝
か つ

さん（下郷区）
　・老人ホーム　古

ふる

川
かわ

　嘉
よし

美
み

さん（花釜区）

優秀作品　子どもの部
【絵画】
　・すてきな山元町
　　佐

さ

藤
と う

　知
ち

依
い

さん（大平区）
　・地いきのボランティア
　　宍

し し

戸
ど

　心
こ こ

菜
な

さん（大平区）
【標語】
　・もどってきたよ　じょうばん線
　　池

た け

田
だ

　訓
と き

人
と

さん（牛橋区）
　・①みんなを守った黒松
　　②みんなをのせる　ぐるりん号
　　菊

き く

地
ち

　陽
ひ な た

向さん（大平区）
　・被災地に希望　こだなりえ
　　髙

た か

橋
は し

　廉
れ ん

さん（小平区）

問 生涯学習課

ロ
ビ
ー

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

12
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
や
防
災
拠

点
・
山
下
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
つ
ば
め
の
杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー

ル
」を
会
場
に
ロ
ビ
ー
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
3
回
に
わ
た
り
行

い
ま
し
た
。

　
3
回
の
開
催
を
合
わ
せ
て
、演

奏
者
・
観
覧
者
含
め
約
2
0
0

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
各

回
と
も
楽
器
演
奏
や
ダ
ン
ス
に

合
わ
せ
、
手
拍
子
や
掛
け
声
な

ど
、会
場
が
一
体
と
な
り
、大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

問 

生
涯
学
習
課

㈱
オ
オ
ツ
ボ
ス
ポ
ー
ツ

か
ら
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
寄
付
金
贈
呈

　

1
月
29
日
、
地
域
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
る
㈱
オ
オ
ツ
ボ

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
、
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
対
し
、
寄
付
金
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
拡
大
に
向
け
、
有
効
活

用
し
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

「
つ
ば
め
」ス
タ
ッ
フ
募
集

　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム「
つ

ば
め
」で
は
、
町
内
の
子
育
て

や
家
庭
教
育
に
関
す
る
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
育
て
る
町
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
が
好

き
な
方
や
一
緒
に
子
育
て
に
関

わ
り
た
い
方
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
な
活
動

・ 

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

に
参
加

・ 

町
内
各
小
学
校
で
実
施
し
て

い
る「
家
庭
教
育
学
級
・
幼

児
学
級
」で
の
活
動
補
助
や

託
児

・ 
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば「
き
ら
り

☆
」の
活
動
支
援
と
運
営

問
生
涯
学
習
課

▲ 第3回ロビーミニコンサートにも
たくさんの方が来場されました

▲ 大坪征一代表取締役（写真中央）
から目録が渡されました

▲ 子育てサポーター研修修
了証を受け取りました
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いつでも　どこでも　だれでも　生涯学習コーナー

第51回新春俳句大会「祈念句会」入選作
　1月27日、防災拠点・坂元地域交流センター「ふるさとお
もだか館」で開催された若菜俳句会主催の新春俳句大会入選
作品を紹介します。【敬称略】

■兼題の部【当季雑詠】
○特選　会長賞
　新市街　創生背負い　年明くる 阿

あ

部
べ

　均
ひとし

（アルカディアウェル）
○一席　町長賞
　ダンプにも　太き注連縄　初仕事 島

しま

田
だ

　啓
けい

三
さぶ

郎
ろう

（つばめの杜西区）
○二席　議長賞
　子らの切る　餅不揃いも　良しとして 齋

さい

藤
とう

　廣
ひろ

子
こ

（町区）
○三席　教育長賞
　七草や　香り立つまで　打ちはやす 佐

さ と

藤
う

　靜
し ず

枝
え

（町区）

■席題の部【初雀・初竈】
○互選
　初雀　なじみの枝に　戯れし 齋

さ い

藤
と う

　廣
ひ ろ

子
こ

（町区）
　初かまど　餅を焼き上げ　神棚に 柴

しば

田
た

　八
や

重
え

子
こ

（名取市）
○若菜俳句会長選
　一羽来て　五六羽降りぬ　初雀 鈴

すず

木
き

　きん子
こ

（久保間区）
　眼の合いて　かまの神様　初かまど 齋

さ い

藤
と う

　廣
ひ ろ

子
こ

（町区）

問 若菜俳句会事務局　岩佐　輝於　☎38-0137

ランニングマシンが登場
　体育文化センターのトレーニング
ルームにスポーツ振興くじ助成を活
用し、3機種の新たなトレーニング
マシンを導入しました。
・ランニングマシン
・フライ
・ レッグ・エクステ

ンション・カール
　皆さん、ぜひご利用ください。
※ トレーニングルームは、講習会を

受け、登録をしてから利用できま
す。

問 生涯学習課 

平成29年度ジュニア・リーダー初級研修会　参加者募集
　町内の小学6年生および中学生・高校生を対象にジュニア・リーダー初級研修会を開催します。
　ボランティア活動に興味・関心があり、参加を希望する方は、下記までお申し込みください。
日時　①3月24日（土）　8：30 〜 15：30
　　　②3月25日（日）　8：30 〜 16：00
会場　①防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
　　　②山元町勤労青少年ホーム
内容　 宮城県教育委員会が定める「ジュニア・リーダー研修　研修内容」に基づく研修
　　　※ジュニア・リーダーの役割・レクリエーション活動・安全教育に関わる研修など
対象者　町内小学6年生、中学生および高校生　20人程度　※2日間参加出来る方
申し込み
　下記施設に備え付けの申込用紙に必要事項を記入の上、問い合わせ
課まで提出してください。
　○町内各小・中学校
　○中央公民館、防災拠点・山下、坂元両地域交流センター
締め切り　3月19日（月）
参加費　1人1,000円（食材費・保険代）を当日徴収します。

問 生涯学習課 ▲地域のリーダーへの第一歩

▲導入したランニングマシン
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　こころの不調は、自分自身で気付き、対処することも大切ですが、家族や友人などの周
囲の人たちが気付き、理解することが必要です。
　「こころの健康づくり教室」は、ストレスと上手に向き合う方法や病気の理解を深めるこ
と、みんなで見守り、安心して暮らせる地域にしていくことを目的に開催しています。
　この教室では、町の相談医である吾妻医師から「うつ
病」「認知症」の講話や「みやぎ心のケアセンター」による
リラックス方法の実技や個別相談などが行われます。
　今年度は、地区の集会所5カ所で開催し、約120人の
方が参加しました。参加者は「元気で長生きするために
は、身体だけでなく、こころの健康も大切だと気付く機
会になりました」と感想を話していました。
　この教室は来年度も継続して開催する予定です。

　進級や卒業、就職や転勤など、3月は生活環境が大
きく変わり、ストレスや不安を抱えやすい時期です。
つらい気持ちを抱え込まず、かかりつけ医や専門の医
療機関（精神科・神経内科・心療内科など）、県や町の
相談窓口に早めに相談しましょう。
【県の相談窓口】
◆宮城県精神保健福祉センター
☎0229－23－0302
日時　月～金曜日　9：00～ 12：00、13：00～
17：00（祝日、年末年始を除く）
※眠れない、気分が落ち込むなど、さまざまなこころ
の悩みについて相談を受け付けています。
◆宮城県自死対策推進センター
☎0229－23－0028　
日時　月～金曜日　9：00～ 16：00（祝日、年末年始を除く）
【町の相談窓口】
　毎月、保健センターで専門医師による「こころの健康相談」を実施しています。詳しくは、
本紙30ページ「情報局やまもと information」の「こころの健康相談」をご覧ください。

こころの健康づくり教室

3月は自殺対策月間です

（1月18日実施分）

地 区 お子さんの氏名 保護者
横山 加

か

藤
とう

　陽
ひ な た

向ちゃん 大地さん
横山 髙

たか

橋
はし

　稜
りょうと

仁ちゃん 雄仁さん
山寺 伊

い

藤
とう

　結
ゆう

菜
な

ちゃん 大貴さん
山寺 菊

きく

地
ち

　空
あん

樹
じゅ

ちゃん 厚志さん
浅生原 山

やま

崎
ざき

　颯
そう

太
た

ちゃん 雄平さん
高瀬 砂

い さ ご

金　琉
りゅう

喜
き

ちゃん 裕也さん

地 区 お子さんの氏名 保護者
高瀬 大

おお

浪
なみ

　颯
は や と

斗ちゃん 美香さん
花釜 小

こ

林
ばやし

　茉
ま

白
しろ

ちゃん 邦彰さん
つばめの杜西 秋

あき

葉
ば

　絢
けん

丞
すけ

ちゃん 範博さん
つばめの杜東 岩

いわ

佐
さ

　純
す み れ

怜ちゃん 清人さん
つばめの杜東 渡

わた

辺
なべ

　杏
あん

奈
な

ちゃん 和寿さん

幼児歯科健診で虫歯のない子

▲上平区での医師による講話

自殺対策

http://shienjoho.go.jp/

0 3 - 3 8 6 8 - 3 8 1 1
0120 -2 79 -2 2 6

フリーダイヤル つなぐ つつむ

FAX01 2 0 - 2 7 9 - 3 3 8
フリーダイヤル つなぐ ささえる

0 570 - 0 6 4 - 5 5 6
おこなおう まもろうよ こころ

関係機関配布用 A2 594mm×420mm 2018_0201

保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113
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　高齢者肺炎球菌予防接種は、指定の医療機関での個別接種になります。指定の医療機関に直接申し込み、
予約の上、受診してください。なお、受診希望の方は、保健福祉課健康推進班までお問い合わせください。
　高齢者肺炎球菌予防接種の費用助成期間は3月31日（土）までです。

　●対象者　下記のうち、今まで高齢者肺炎球菌予防接種を一度も受けていない方です。
　●自己負担　4,000円　接種回数1回

対象者 生年月日

65歳となる方 昭和27年4月2日 ～ 昭和28年4月1日生まれ

70歳となる方 昭和22年4月2日 ～ 昭和23年4月1日生まれ

75歳となる方 昭和17年4月2日 ～ 昭和18年4月1日生まれ

80歳となる方 昭和12年4月2日 ～ 昭和13年4月1日生まれ

85歳となる方 昭和  7年4月2日 ～ 昭和  8年4月1日生まれ

90歳となる方 昭和  2年4月2日 ～ 昭和  3年4月1日生まれ

95歳となる方 大正11年4月2日 ～ 大正12年4月1日生まれ

100歳となる方 大正  6年4月2日 ～ 大正  7年4月1日生まれ

　運動の専門家である健康運動指導士
から、ウォーキングのポイントや効果的
なストレッチ、筋力トレーニングなどの
指導が受けられます。

日 程 3月22日（木） 3月27日（火）
時間 10：30～ 12：00（受け付け　10：00～）

場所

防災拠点・坂元地域交
流センター「ふるさと
おもだか館」2階
防災研修室　

中央公民館　2階
大ホール

内容
○講師　㈱健生
○体組成計測定（体重・体脂肪率・筋肉量）
　講話および実技

持ち物　動きやすい服装・飲み物・タオル
　※活動量計をお持ちの方はご持参ください。
申し込み　不要　　参加費　無料
　 分かりやすい指導で楽しく体験することができます。
皆さんお誘い合わせの上、お気軽にご参加ください。

高齢者肺炎球菌予防接種（定期予防接種）のお知らせ

ウォーキングイベント
ランキング ウォーキング教室のお知らせ

（平成30年 2月現在）

順位 名　前 歩数

1位 みっちゃん 3,816,751歩

2位 Ｍ . Ｓさん 3,802,833歩

3位 三春進一さん 3,602,072歩

4位 ヒロくん 3,361,374歩

5位 としちゃん 3,269,881歩

6位 こうちゃん 2,481,824歩

7位 山上利昭さん 2,468,488歩

8位 トムトムさん 2,118,846歩

9位 ふみちゃん 2,025,568歩

10位 Ｋ . Ａさん 1,995,684歩

保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113
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　予防接種には、予防接種法によって対象疾病、対象者お
よび接種月齢などが定められた予防接種（定期予防接種）
とそれ以外の予防接種（任意予防接種）があり、町は定期
予防接種を実施しています。
　予防接種を受ける際には新生児訪問時に配布している
「予防接種とこどもの健康」をよく読み、望ましい接種時
期（標準的な接種時期）に受けましょう。
　なお、「予診票」をお持ちでない方は、保健福祉課で配
布しています。

■定期予防接種の種類・対象者・接種回数
予防接種名 対　象　者 接種回数

ヒブワクチン 生後2カ月～ 5歳未満 接種時期により
回数異なる

小児用肺炎球菌
ワクチン 生後2カ月～ 5歳未満 接種時期により

回数異なる
BCG 生後12カ月未満 1回
B型肝炎 生後12カ月未満 3回
四種混合
（ポリオ・ジフテリア・
百日咳・破傷風）

生後3カ月～ 90カ月未満（1期） 初回を3回
追加を1回
（計4回になる
よう接種）不活化ポリオ

生後3カ月～ 90カ月未満
（既に生ポリオ2回接種および四種
混合を接種している方は接種不要）

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

11歳以上13歳未満
（接種が望ましい時期に予診票を
配布します）

1回

MR
（麻しん・風しん）1期 生後12カ月～ 24カ月未満 1回

MR
（麻しん・風しん）2期

保育園、幼稚園の年長児に該当す
る方（接種が望ましい時期に予診
票を配付します）

1回

水痘 生後12カ月～ 36カ月未満 2回

日本脳炎

生後6カ月～ 90カ月未満（1期） 初回を2回
追加を1回

9歳以上13歳未満（2期）
（接種が望ましい時期に予診票を配付します） 1回

平成17年の積極的勧奨の差し控えにより、接種機会
を逃した方は保健福祉課にお問い合わせください。

子宮頸がんワクチン
中学1年生～高校1年生の女子 3回
※�平成25年より積極的にはお勧めしていません。
接種希望の方は保健福祉課にお問い合わせくだ
さい。

高齢者肺炎球菌 対象者については、本紙4月号でお知らせします。

■任意予防接種
　種類・対象者・費用助成については、本紙4月号でお知
らせします。
■予防接種の受け方
　予防接種実施医療機関での個別接種になります。医療
機関一覧については、本紙4月号でお知らせします。

日程を変更する場合がありますので、
詳しくは広報やまもとで確認してください。

母子手帳交付
妊婦健康相談 育児相談 健康相談

ヘルスチェックデー こころの健康相談 3 ～ 4カ月児
健診

6 ～ 7カ月児
健診

1歳1 ～ 2カ月児
健診

1歳6 ～ 8カ月児
健診

幼児歯科健診
（2歳4 ～ 6カ月児）

3歳児健診
（3歳6 ～ 7カ月児）

受付時間
場所

9:30 ～ 10:00
保健センター

10:00 ～ 11:30
保健センター

13:30 ～ 16:00
保健センター

10:00 ～ 11:30
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

4月 2日（月） 2日（月） 2日（月）
16日（月） 6日（金）

4日（水）
平成29年11月8日
�～平成30年1月4日生まれ

20日（金）
平成29年9月
� ～ 10月生まれ

12日（木）
平成27年10月
� ～ 12月生まれ

5月 7日（月） 7日（月） 7日（月）
21日（月） 11日（金）

23日（水）
平成29年3月
� ～ 4月生まれ

9日（水）
平成26年9月
� ～ 10月生まれ

6月 4日（月） 4日（月） 4日（月）
18日（月） 1日（金）

6日（水）
平成30年1月5日
� ～ 3月6日生まれ

22日（金）
平成29年11月
� 12月生まれ

15日（金）
平成28年10月
� ～ 12月生まれ

7月 2日（月） 2日（月） 2日（月）
23日（月） 6日（金）

18日（水）
平成29年5月
� ～ 6月生まれ

12日（木）
平成28年1月
� ～ 3月生まれ

4日（水）
平成26年11月
� ～ 12月生まれ

8月 2日（木） 2日（木） 2日（木）
20日（月） 10日（金）

1日（水）
平成30年3月7日
� ～ 5月1日生まれ

31日（金）
平成30年1月
� ～ 2月生まれ

29日（水）
平成27年1月
� ～ 2月生まれ

9月 3日（月） 3日（月） 3日（月）
10日（月） 7日（金）

5日（水）
平成29年7月
� ～ 8月生まれ

14日（金）
平成29年1月
� ～ 3月生まれ

10月 1日（月） 1日（月） 1日（月）
15日（月） 5日（金）

3日（水）
平成30年5月2日
� ～ 7月3日生まれ

26日（金）
平成30年3月
� ～ 4月生まれ

11日（木）
平成28年4月
� ～ 6月生まれ

31日（水）
平成27年3月
� ～ 4月生まれ

11月 5日（月） 5日（月） 5日（月）
19日（月） 2日（金）

21日（水）
平成29年9月
� ～ 10月生まれ

12月 3日（月） 3日（月） 3日（月）
17日（月） 7日（金）

5日（水）
平成30年7月4日
� ～ 9月5日生まれ

21日（金）
平成30年5月
� ～ 6月生まれ

14日（金）
平成29年4月
� ～ 6月生まれ

1月 7日（月） 7日（月） 7日（月）
21日（月） 11日（金）

23日（水）
平成29年11月
� ～ 12月生まれ

17日（木）
平成28年7月
� ～ 9月生まれ

9日（水）
平成27年5月
� ～ 6月生まれ

2月 4日（月） 4日（月） 4日（月）
18日（月） 1日（金）

6日（水）
平成30年9月6日
� ～ 11月6日生まれ

22日（金）
平成30年7月
� ～ 8月生まれ

3月 4日（月） 4日（月） 4日（月）
18日（月） 1日（金）

20日（水）
平成30年1月
� ～ 2月生まれ

15日（金）
平成29年7月
� ～ 9月生まれ

6日（水）
平成27年7月
� ～ 8月生まれ

健診名 対　象　者 日　　程
特定健診 40 ～ 74歳の山元町での国保加入者

平成30年9月19日（水）～ 28日（金）
（23日（日）、24日（月・祝）を除く）

若人健診 39歳以下の希望者
後期高齢者健診 75歳以上の希望者
結核・肺がん検診 40歳以上の希望者
胃がん検診 35歳以上の希望者�
乳がん検診 30 ～ 39歳、41歳以上の奇数年齢の女性希望者 平成30年8月3日（金）～7日（火）※5日（日）を除く
子宮がん検診 20歳以上の女性希望者 平成30年12月11日（火）～ 14日（金）
大腸がん検診 40歳以上の希望者 平成31年1月8日（火）～11日（金）※10日（木）を除く
前立腺がん検診 50 ～ 79歳の男性希望者 平成30年12月12日（水）、13日（木）

◎�特定健診は、40～ 74歳の山元町での国民健康
保険加入者全員が対象となります。健診票は加
入者全員に配布します。

◎�特定健診以外の検診を希望される方は、5月配布
予定の「平成30年度各種検診申込み」でお申し
込みください。

問�保健福祉課�健康推進班
　�☎37-1113

予防接種

平成30年度  山元町保  健事業予定表
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母子手帳交付
妊婦健康相談 育児相談 健康相談

ヘルスチェックデー こころの健康相談 3 ～ 4カ月児
健診

6 ～ 7カ月児
健診

1歳1 ～ 2カ月児
健診

1歳6 ～ 8カ月児
健診

幼児歯科健診
（2歳4 ～ 6カ月児）

3歳児健診
（3歳6 ～ 7カ月児）

受付時間
場所

9:30 ～ 10:00
保健センター

10:00 ～ 11:30
保健センター

13:30 ～ 16:00
保健センター

10:00 ～ 11:30
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

12:30 ～ 13:00
保健センター

4月 2日（月） 2日（月） 2日（月）
16日（月） 6日（金）

4日（水）
平成29年11月8日
�～平成30年1月4日生まれ

20日（金）
平成29年9月
� ～ 10月生まれ

12日（木）
平成27年10月
� ～ 12月生まれ

5月 7日（月） 7日（月） 7日（月）
21日（月） 11日（金）

23日（水）
平成29年3月
� ～ 4月生まれ

9日（水）
平成26年9月
� ～ 10月生まれ

6月 4日（月） 4日（月） 4日（月）
18日（月） 1日（金）

6日（水）
平成30年1月5日
� ～ 3月6日生まれ

22日（金）
平成29年11月
� 12月生まれ

15日（金）
平成28年10月
� ～ 12月生まれ

7月 2日（月） 2日（月） 2日（月）
23日（月） 6日（金）

18日（水）
平成29年5月
� ～ 6月生まれ

12日（木）
平成28年1月
� ～ 3月生まれ

4日（水）
平成26年11月
� ～ 12月生まれ

8月 2日（木） 2日（木） 2日（木）
20日（月） 10日（金）

1日（水）
平成30年3月7日
� ～ 5月1日生まれ

31日（金）
平成30年1月
� ～ 2月生まれ

29日（水）
平成27年1月
� ～ 2月生まれ

9月 3日（月） 3日（月） 3日（月）
10日（月） 7日（金）

5日（水）
平成29年7月
� ～ 8月生まれ

14日（金）
平成29年1月
� ～ 3月生まれ

10月 1日（月） 1日（月） 1日（月）
15日（月） 5日（金）

3日（水）
平成30年5月2日
� ～ 7月3日生まれ

26日（金）
平成30年3月
� ～ 4月生まれ

11日（木）
平成28年4月
� ～ 6月生まれ

31日（水）
平成27年3月
� ～ 4月生まれ

11月 5日（月） 5日（月） 5日（月）
19日（月） 2日（金）

21日（水）
平成29年9月
� ～ 10月生まれ

12月 3日（月） 3日（月） 3日（月）
17日（月） 7日（金）

5日（水）
平成30年7月4日
� ～ 9月5日生まれ

21日（金）
平成30年5月
� ～ 6月生まれ

14日（金）
平成29年4月
� ～ 6月生まれ

1月 7日（月） 7日（月） 7日（月）
21日（月） 11日（金）

23日（水）
平成29年11月
� ～ 12月生まれ

17日（木）
平成28年7月
� ～ 9月生まれ

9日（水）
平成27年5月
� ～ 6月生まれ

2月 4日（月） 4日（月） 4日（月）
18日（月） 1日（金）

6日（水）
平成30年9月6日
� ～ 11月6日生まれ

22日（金）
平成30年7月
� ～ 8月生まれ

3月 4日（月） 4日（月） 4日（月）
18日（月） 1日（金）

20日（水）
平成30年1月
� ～ 2月生まれ

15日（金）
平成29年7月
� ～ 9月生まれ

6日（水）
平成27年7月
� ～ 8月生まれ

健診名 対　象　者 日　　程
特定健診 40 ～ 74歳の山元町での国保加入者

平成30年9月19日（水）～ 28日（金）
（23日（日）、24日（月・祝）を除く）

若人健診 39歳以下の希望者
後期高齢者健診 75歳以上の希望者
結核・肺がん検診 40歳以上の希望者
胃がん検診 35歳以上の希望者�
乳がん検診 30 ～ 39歳、41歳以上の奇数年齢の女性希望者 平成30年8月3日（金）～7日（火）※5日（日）を除く
子宮がん検診 20歳以上の女性希望者 平成30年12月11日（火）～ 14日（金）
大腸がん検診 40歳以上の希望者 平成31年1月8日（火）～11日（金）※10日（木）を除く
前立腺がん検診 50 ～ 79歳の男性希望者 平成30年12月12日（水）、13日（木）

相談関係・乳幼児健診

特定健診・各種がん検診

保存版 平成30年度  山元町保  健事業予定表

※年齢の基準日は、平成31年3月31日となります
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・長寿の秘訣　①社会性があり　②毎日よく動き　③よく肉料理を食べる
・地域の宝物　サロンやお茶飲み会・敬老会など、全てが地域の宝物である
・介護予防　　人間関係のつながりが社会性であり、介護予防につながる
・地域づくり　 2025年問題（団塊の世代が後期高齢者となる）は、高齢者の課題だけでなく、

子どもたちの課題でもある。今から子どもたちと一緒に考えていく

～みんなで考えよう「わたしたちの地域包括ケア！」～
平成29年度地域ふれあい支え合い活動報告会を開催しました

　1月29日、防災拠点・山下地域交流センター「つばめ
の杜ひだまりホール」を会場に、「地域ふれあい支え合い
活動報告会」を開催し、約280人の方々にご参加いただ
きました。
　この報告会は、高齢化や人口減少が進む中で、いくつ
になってもいきいきと生活できるための仲間づくりや集
いの場となるさまざまな地域活動の参考にしていただく
ために開催したものです。

講演内容
　講師の「ご近所福祉クリエイション主宰　ご近所福祉クリエイター」酒井保氏

実 演
　当日は、地域で元気に活動している男
性有志による「やまもと体操」や多世代
方々による合同演舞「ダイナミック琉
球」が披露されました。

活動紹介内容・発表者
○高瀬アップルサロン（高瀬区）　藤

ふじ

本
もと

　淑
よし

郎
ろう

さん
　 地域支援ネットワークが中心となった、男性が多く集まるサロン
の取り組み
○いつまでも元気で長生き！（浅生原区）　加

か

藤
とう

　清
せい

二
じ

さん
　地域の集まりや集会所まで行けない男性のお茶飲み会の取り組み
○地域の取り組み（山寺区）　樋

ひ

口
ぐち

　太
た

一
いち

さん
　地区の子どもから高齢者まで参加した防災訓練や敬老会の取り組み

問 地域包括支援センター　☎37-3901

　地域の大きな集まりやご近所のお茶飲
みなどの小さな集まり、一緒に身体を動
かす集まりなど、さまざまな地域活動の
輪が広がっていました。

▲講師の酒井保氏

◀ 山元町男性有志
「やまもと体操」

▶ 多世代の方々による
「ダイナミック琉球」

▲当日は多くの方に、ご参加いただきました

▲ それぞれの取り組を紹介する
報告者の皆さん

この日のために練習を重ね、会場を盛り上げました！
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宮城マックスが来校

　2月9日、山下小学校に車いすバスケットボール
チームの「宮城マックス」が訪問し、交流活動が行わ
れました。
　当日は、4年生から6年生までの児童が体育館に
集まり、本町出身の岩佐義明ヘッドコーチとアテネ
や北京、ロンドンパラリンピックに出場した藤本怜

れ

央
お

選手から車いすの動かし方や簡単なルールを教わ
りました。
　続いて、藤本選手と児童5人ずつで試合形式によ
る車いすバスケットの体験を行いました。児童たち
は思い通りにならない車いすの操作に四苦八苦しな
がらも、パスやドリブル、シュートを重ね、児童が
ゴールを決めると大歓声が上がっていました。

　先生たちも負けじと藤本選手に挑み、体育館に
は大きな拍手と応援の声が沸き起こっていました。
　最後に、6年生の渡

わた

邊
なべ

里
り

紗
さ

さん（山下区）から「今
日の交流会で、競技のことやプレーの激しさを知る
ことができました。2020年の東京パラリンピック
では日本代表として頑張ってください」と、お礼の
言葉を述べ、和やかに交流活動が終了しました。

波が発生したら高台を目指す」などを、ストーリー
に合わせて、歌ったり踊ったりしながら楽しく「防
災・減災」を学びました。

めに活動する “コミュニティナース ”のアイデア
が最優秀賞を受賞しました。永谷さんは「自分の思
いに皆さんが共感してくれたことがうれしかったで
す。人と人とがつながる温かい町づくりができたら
と思っています」と語っていました。

歌って踊って身に付く「防災・減災」

　1月31日、防災拠点・山下地域交流センター「つ
ばめの杜ひだまりホール」を会場に、一般社団法人
Huuug（ハーグ）主催の「なりきりステージ『3び
きのこぶた』」が開催されました。
　元宝塚女優の妃

ひ

乃
の

あんじさんが代表を務める一般
社団法人Huuug は、全員参加型のステージを企画
し、全国各地を回りながら公演しています。
　当日は、参加した子どもたちが「3びきのこぶた」
に登場する子ぶたになりきりながら「地震の時は頭
を守る」「火事が起こったら布で口をふさぐ」「津

チャレンジする思いを形に

　2月3日、防災拠点・山下地域交流センター「つ
ばめの杜ひだまりホール」を会場に、伊達ルネッサ
ンス塾を受講した4期生の6人による「マイプラン
発表会」が開催されました。
　伊達ルネッサンス塾とは、県南の地域活性化に取
り組む方々を対象とし、半年間の研修期間で自分自
身の思いやチャレンジしたいことなどを考察し、地
域との関わり方を見つけ出す養成講座です。
　当日は、県内外から約30人が来場し、6人の発表
を真剣に聞き入っていました。
　本町からは、3人が発表。その中で、永

なが

谷
や

由
ゆ

美
み

さ
ん（鷲足区）が発表した組織に属さずに地域のた

▲ゴールに向かってシュート！　入るか！？

↘

↘

↘

↗

↗

↗

▲ あんじおねえさんと楽しく歌って踊る、
子どもたち

▲ 「コミュニティナース」について発表す
る永谷さん

まちの話題
Yamamoto Topics町内で行われたイベントや学校行事、

町の出来事などを紹介します。

山下小学校車いすバスケ交流活動

なりきりステージ「3びきのこぶた」

伊逹ルネッサンス塾　マイプラン発表会
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　町内のいちご狩り情報です。
　ご家族やお友だちと一緒に、甘酸っぱくておいしいいちごをぜひお
楽しみください。

山元町農産物直売所「夢いちごの郷」　☎ 37-1115
　○所在地　浅生原字下宮前94-1　　○品　種　とちおとめ
　○駐車場　約30台（大型バス駐車可、団体要予約）

期　間 小学4年生
以上

4歳～
小学3年生 開園日・開園時間

3月1日（木）～ 5月6日（日） 1,500円 700円 毎日営業
10：00～ 15：30

（15：00最終受け付け）5月7日（月）～ 6月上旬 1,300円 600円

イチゴワールド　☎ 080-8776-8307（予約優先、前売券制）
　○所在地　山寺字桜堤47　　○品　種　とちおとめ、もういっこ
　○駐車場　約60台（大型バス駐車可、団体要予約）

期　間 10歳以上 4歳～ 9歳 開園日・開園時間

3月3日（土）～ 5月6日（日） 1,800円 900円 平日（木・金曜日を除く）
土・日・祝日営業
10：00～ 16：00

（15：30最終受け付け）5月7日（月）～5月30日（水） 1,300円 600円

山元いちご農園　☎ 37-4356
　○所在地　山寺字稲実60　　○品　種　とちおとめ、紅ほっぺ、もういっこ
　○駐車場　約100台（大型バス駐車可、団体要予約）

期　間 7歳以上 3歳～ 6歳 開園日・開園時間

3月1日（木）～3月31日（土） 1,800円 900円
毎日営業

10：00～ 16：30
（16：00最終受け付け）

4月1日（日）～ 5月7日（月） 1,500円 700円

5月8日（火）～ 6月中旬 1,300円 600円

問 地域振興班

山元町のいちご狩り、今シーズンも好評開催中！

やまもと産業広場 産業振興課
☎37-1119

N
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　1月16日、宮城県亘理農業改良普及センターで、亘理名取地区
農村青少年クラブ連絡協議会が主催する実績発表会が開催されま
した。
　この実績発表会は、本町と亘理町の各クラブ員（青年農業者）が、
農業を始めたきっかけや営農を行う上での課題や問題点について
発表するものです。
　各クラブ員は、農家としての今後の展望や新たに導入した栽培技
術による成果や課題、クラブで行った地域奉仕活動の実績を発表し
ました。本町からは5人が入賞し、うち3人は3部門において最優
秀賞を受賞し、亘理名取地区の代表として県大会に出場します。

意見発表の部
　最優秀賞　内

ない

藤
とう

　靖
やす

人
ひと

　　　　　※県大会出場
　優 秀 賞　鈴

すず

木
き

　康
やす

司
し

プロジェクト活動発表の部
　最優秀賞　渡

わた

辺
なべ

　芳
よし

和
かず

　　　　　※県大会出場
　優 秀 賞　加

か

藤
とう

　雅
まさ

庸
のぶ

クラブ活動発表の部
　最優秀賞　岩

いわ

佐
さ

　大
だい

地
ち

　　　　　※県大会出場
 【敬称略】

問 農政班

　1月29日、宮城県庁で第6回「富県宮城グランプリ」表彰式が行われ、ものづくり産業振興部門にお
いて本町花釜区で操業する（有）アークテックが部門賞を受賞しました。
　「富県宮城グランプリ」とは、県内の産業の発展や地域経済の活性化に対する貢献が顕著な企業、個
人、団体を県が表彰するものです。
　（有）アークテックは、独自の特許工法を駆使して業界初となる「壁、柱、床の一時間耐火」を実現し
た「ユニット式危険物庫」の製造を行っており、その優れた機能や従来よりも短い工期などにより消防
関係者からの高い評価を獲得しています。さらに、地域の雇
用拡大にも貢献し、地域に根ざしたモデル企業となり得るこ
となど、その功績が認められ、今回の受賞となったものです。
　今回の受賞について、佐藤一江取締役は「まだまだ、解決
しなくてはいけないことがたくさんあるものの、やっと自分
たちがやってきたことが認められてきたと実感できました。
安心・安全を求める皆さまのお役に立てるよう、さらに確実
なものにしていけたらと考えています」と力強く今後の抱負
を語っていました。

問 地域振興班

Ｆ
Ａ
Ｏ
事
務
局
次
長
が

町
内
農
業
施
設
を
視
察

　

2
月
1
日
、
国
連
食
糧
農
業

機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）の
ダ
ニ
エ
ル
・

グ
ス
タ
フ
ソ
ン
事
務
局
次
長
が

本
町
の
㈱
や
ま
も
と
フ
ァ
ー
ム

み
ら
い
野
を
訪
れ
、
ト
マ
ト
栽

培
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

土
を
使
わ
な
い「
養
液
栽

培
」や
そ
の
生
産
量
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
グ
ス
タ
フ
ソ
ン

事
務
局
次
長
は「
津
波
が
な
け

れ
ば
こ
の
よ
う
な
栽
培
施
設
を

始
め
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
悲
劇
に
対
応
し
て
機

会
を
つ
か
ん
だ
こ
と
に
と
て
も

感
銘
を
受
け
ま
し
た
」と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

問
農
政
班

町の若手農業者が三冠達成

（有）アークテック　「富県宮城グランプリ」部門賞を受賞

▲島田社長㊨の説明に真剣に耳を傾ける、
　グスタフソン事務局次長㊧

▲最優秀賞を受賞した本町クラブ員
　（左から内藤さん、渡辺さん、岩佐さん）

▲村井知事と記念撮影する佐藤取締役
　（右から2番目）
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国
土
交
通
省
か
ら

重
要
な
お
知
ら
せ

　
タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
ク
未
改

修
車
は
、
平
成
30
年
5
月
か
ら

車
検
が
通
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
早
急
に
リ
コ
ー
ル
作
業
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
、
検
索
シ
ス
テ
ム
で

措
置
対
象
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

○
リ
コ
ー
ル
情
報
検
索
ア
プ
リ

　

�https://www.jaspa.or.jp/
user/m

ycar/application/
recallsearch.htm

l

　
未
改
修
の
場
合
は
早
急
に
販

売
店
で
リ
コ
ー
ル
改
修
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

問
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

　
検
査
整
備
保
安
部
門

☎
0
2
2
―
2
3
5
―
2
5
1
7

　

�

国
土
交
通
省
タ
カ
タ
専
用
ダ

イ
ヤ
ル

☎
03
―
5
5
3
9
―
0
4
5
2

よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン

　

よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン
と
は
、

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地

域
の
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、
交

流
で
き
る
場
で
す
。
認
知
症
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
や

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
。
創
作
活
動
な

ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
3
月
26
日
㈪

　　
　
10
時
～
12
時

場
所
　
山
下
幸
街
堂（
山
元
町

山
寺
字
山
下
38
）

内
容
　
談
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
認
知
症
に
関
す
る
ミ

ニ
講
話
、個
別
相
談

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
不
要

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
ー

3
9
0
1

自
動
車
の
登
録
・
検
査

の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

毎
年
3
月
に
な
り
ま
す
と
、

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の
申
請

が
集
中
す
る
た
め
、
待
ち
時
間

が
3
時
間
を
超
え
る
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
末
の
3
月（
特
に
最

終
週
）は
、
例
年
並
み
以
上
に

車
検
場
、
駐
車
場
お
よ
び
周

辺
道
路
が
大
変
混
雑
し
、
申

請
者
や
近
隣
の
方
々
に
、
大

変
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
登
録
・
検
査
を

予
定
し
て
い
る
申
請
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
ぜ
ひ
早
め
の
申
請
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

　

�

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
三
丁

目
3
―
15

○
登
録
関
係

☎
0
5
0
―
5
5
4
0
―
2
0
1
1

○
検
査
関
係

☎
0
2
2
―
2
3
5
―
2
5
1
7

　
（「
2
」を
プ
ッ
シ
ュ
）

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る

方
に
お
願
い

　

犬
や
猫
の
ふ
ん
の
不
始
末

や
放
し
飼
い
に
関
す
る
苦
情

が
増
え
て
い
ま
す
。
近
隣
に

迷
惑
を
か
け
な
い
責
任
あ
る

飼
い
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
次

の
こ
と
を
守
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○
犬
を
飼
う
た
め
の
ル
ー
ル

・�

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
ス

コ
ッ
プ
や
袋
を
持
ち
歩
き
、

ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し

ょ
う
。

・�

放
し
飼
い
は
人
に
危
害
を

加
え
た
り
、
犬
が
交
通
事
故

に
遭
っ
た
り
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
放
し
飼
い
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・�

人
に
危
害
を
加
え
な
い
よ
う

に
リ
ー
ド
を
付
け
、
安
全
な

場
所
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・�

交
付
を
受
け
た
鑑
札
・
注
射

済
票
は
必
ず
首
輪
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

○
猫
を
飼
う
た
め
の
ル
ー
ル

・�

周
辺
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
猫
は
室
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

・�

ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
行
い
、

室
内
の
決
ま
っ
た
場
所
で
排

泄
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・�

野
良
猫
に
は
、
え
さ
を
与
え

な
い
で
く
だ
さ
い
。
え
さ
を

与
え
る
場
合
は
、
自
室
で
飼

う
こ
と
を
前
提
に
し
ま
し
ょ

う
。

・�

不
妊
や
去
勢
手
術
を
お
こ
な

い
、
飼
え
な
い
猫
を
増
や
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
町
民
生
活
課�

生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2

子
ど
も
が
犯
罪
被
害
に

�

遭
わ
な
い
た
め
に

　
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
凶

悪
な
犯
罪
が
全
国
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
自
身
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
、
あ
る
い
は
地
域
の
皆

さ
ん
が
注
意
を
し
た
り
、
お
互

い
に
協
力
し
合
っ
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

保
護
者
の
た
め
の
防
犯
ポ
イ
ン
ト

○�

お
子
さ
ん
が
出
か
け
る
と
き

は
、
行
き
先
、
帰
宅
時
間
の

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

○�

一
人
で
遊
ば
せ
た
り
、
な
る

べ
く
一
人
な
っ
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○�

誘
い
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
日

ご
ろ
か
ら
指
導
を
し
ま
し
ょ

う
。

○�

防
犯
グ
ッ
ズ
を
携
行
さ
せ
、

使
え
る
よ
う
に
練
習
し
ま
し

ょ
う
。

○�

家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

町からの情報は2～9ページにも記載して
いますので、あわせてご覧ください。

3せ
ら
し
お
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法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

が
便
利
で
お
得
で
す

　

全
国
の
登
記
所（
法
務
局
）

で
は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ

る
の
か
を
登
記
官
が
証
明
す
る

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
各
種
相
続
手
続
き
で
戸
籍

謄
本
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。（
※
）

　

手
数
料
も
無
料
で
、
複
数
あ

る
相
続
手
続
き
が
同
時
に
進
め

ら
れ
る
な
ど
、
と
て
も
便
利
で

お
得
な
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

発
行
に
必
要
な
書
類
な
ど
、

詳
し
く
は
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

相
続
手
続
き
で
必
要
に
な
る

書
類
は
、
各
機
関
で
異
な
り

ま
す
の
で
、
必
要
な
書
類
は

提
出
先
の
各
機
関
に
ご
照
会

く
だ
さ
い
。

問
仙
台
法
務
局
名
取
出
張
所

☎
0
2
2
―
3
8
2
―
3
6
9
4

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」が

は
じ
ま
り
ま
す

　
無
期
労
働
契
約
へ
の
申
込
権

が
4
月
か
ら
本
格
的
に
発
生
し

ま
す
。
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は

「
有
期
労
働
契
約
が
更
新
さ
れ

て
通
算
5
年
を
超
え
た
と
き

は
、
労
働
者
の
申
し
込
み
に
よ

り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

契
約（
無
期
労
働
契
約
）に
転

換
で
き
る
ル
ー
ル
で
す
。

　
通
算
5
年
の
カ
ウ
ン
ト
は
平

成
25
年
4
月
1
日
以
降
に
開
始

さ
れ
た
有
期
労
働
契
約
が
対
象

で
す
。（
労
働
契
約
法
第
18
条
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
宮
城
労
働
局

　
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
0
2
2
―
2
9
9
―
8
8
4
4

も
う
少
し

知
っ
て
お
き
た
い

�

「
お
金
」の
こ
と

　

東
北
財
務
局
で
は
、
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て「
出
前
講

座
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
向
け

の
講
座
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

織
り
込
み
な
が
ら
、「
体
験
型
」

を
通
し
て
お
金
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
向
け
の
講
座

で
は
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
手

口
や
対
処
法
を
、
寸
劇
・
歌
・

カ
ル
タ
を
用
い
た「
参
加
型
」

で
楽
し
く
説
明
し
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
、
少
人
数
で

も
伺
い
ま
す
。ま
ず
は
電
話
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
　
月
～
金
曜
日（
祝

日
、年
末
年
始
を
除
く
）

場
所
　
申
込
み
を
す
る
団
体
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容

〇
小
学
生

　

�「
お
買
い
も
の
ゲ
ー
ム
」「
マ

ネ
ー
プ
ラ
ン
ゲ
ー
ム
旅
行
に

Ｇ
Ｏ
！
」

〇�

中
学
生

　
「
夢
と
・
お
金
と
仕
事
」

〇�

高
校
生

　

�「
社
会
人
に
な
る
前
に
必
要

な
金
融
知
識
」

〇�

高
齢
者
・
一
般

　

�「
お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ

な
い
た
め
に
」「
家
計
の
や

り
繰
り
と
お
金
の
知
恵
」

対
象
　
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
、

研
修
会
、
町
内
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
の
各
種
会
合

問
東
北
財
務
局

　
金
融
監
督
第
三
課

☎
0
2
2
―
2
6
3
―
1
1
1
1

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

日
時
・
場
所

・
3
月
13
日
㈫　
10
時
～　
　

　

�

山
元
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
議
室

・
3
月
20
日
㈫　
10
時
～　
　

　

�

防
災
拠
点
・
坂
元
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
さ
と
お
も

だ
か
館
」　
会
議
室

※�

毎
月
第
2
・
第
3
火
曜
日
に

開
催
し
ま
す
。
説
明
会
は
、

1
時
間
程
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

入
会
条
件

・�

本
町
に
居
住
す
る
原
則
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
方

・�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
を
理
解
し
賛
同
す
る
方

問 

一
般
社
団
法
人
山
元
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

�

山
元
町
浅
生
原
字
日
向
13
―
1

☎
36
ー

9
2
1
1

FAX�

36
ー

9
2
2
0

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城

公
共
職
業
訓
練
5
月
入

所
受
講
生
募
集

　
早
期
就
職
に
向
け
た
職
業
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
集
訓
練
科
名（
定
員
）

名
取
実
習
場

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
科（
15
人
）【
女
性
コ
ー

ス
】

多
賀
城
実
習
場　

・
ス
マ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
技
術
科

（
20
人
）

訓
練
期
間
　
6
カ
月

　
5
月
24
日
㈭
～
11
月
12
日
㈪

受
講
料

　

�

無
料（
テ
キ
ス
ト
な
ど
は
自

己
負
担
）

募
集
期
間

　
3
月
9
日
㈮
～
4
月
12
日
㈭

　
居
住
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

を
通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

入
所
選
考
日

　
4
月
19
日
㈭

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城　

　
訓
練
課

　
名
取
実
習
場

☎
0
2
2
―
7
8
4
―
2
8
2
0

　
多
賀
城
実
習
場

☎
0
2
2
―
3
6
2
―
2
4
5
4

集
募
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ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業

支
援
講
習
会

�
受
講
生
募
集

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修

日
程

　
4
月
8
日
㈰
～
9
月
30
日
㈰

　
　
9
時
～
17
時

※�

各
日
曜
日
23
回
、
平
日
実
習

2
日
間

定
員
　
15
人

受
講
料
　
無
料（
教
材
費
・
実

習
費
9
千
円
程
度
）

② 

パ
ソ
コ
ン
講
習
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
ワ
ー
ド
2
0
1
3

日
程

　
4
月
22
日
㈰
～
7
月
29
日
㈰

　
　
9
時
～
17
時

※
各
日
曜
日
14
回

定
員
　
10
人

受
講
料
　
無
料

※�

教
材
費
・
検
定
料
1
万
6
千

円
程
度

【
共
通
事
項
】

会
場
　
宮
城
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
県
内
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
ま
た
は
寡
婦
で
、
全

日
程
受
講
で
き
る
方

託
児
　
無
料（
3
歳
～
小
学
3

年
生
）　

申
し
込
み
　
①
3
月
12
日
㈪
～

3
月
22
日
㈭
、
②
3
月
19
日

㈪
～
4
月
2
日
㈪
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
講

習
名
、住
所
、氏
名
、連
絡
先
、

託
児
の
有
無（
年
齢
）を
記

入
の
上
、
左
記
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
選

考
と
な
り
ま
す
。

問 

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
母
子

福
祉
連
合
会

〒
9
8
3
―
0
8
3
2

　
�

仙
台
市
宮
城
野
区
安
養
寺

　
3
―
7
―
3

☎・FAX�
0
2
2
―
2
5
6
―
6
5
1
2

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員

採
用
総
合
職
試
験（
院
卒
者
試

験
・
大
卒
者
程
度
試
験
）お
よ

び
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試

験
）を
実
施
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○ 

総
合
職
試
験（
院
卒
者
試
験・

大
卒
程
度
試
験
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　
3
月
30
日
㈮
～
4
月
9
日
㈪

［
受
信
有
効
］

※�

3
月
30
日
の
9
時
か
ら
受
け

付
け
開
始

第
1
次
試
験
日

　
4
月
29
日（
日
・
祝
）

○
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試

験
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　
4
月
6
日
㈮
～
4
月
18
日
㈬

［
受
信
有
効
］

※�

4
月
6
日
の
9
時
か
ら
受
け

付
け
開
始

第
1
次
試
験
日
　
6
月
17
日
㈰

　
な
お
申
込
方
法
や
受
験
資
格

な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
人
事
院
東
北
事
務
局

　
第
二
課　
試
験
係

☎
0
2
2
―
2
2
1
―
2
0
2
2

　

�h
ttp

://w
w
w
.jin

ji.
go.jp/saiyo/saiyo.htm

陸
上
競
技
公
認
審
判
資

格
認
定
講
習
会

�

受
講
者
募
集

日
時
　
3
月
10
日
㈯

　　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
　
岩
沼
市
総
合
体
育
館

　　
　
会
議
室

対
象
　
18
歳
以
上
の
陸
上
競
技

愛
好
者

受
講
料
　
無
料

※�

公
認
審
判
登
録
料
な
ど
3
千

円
必
要

申
し
込
み
　
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
亘
理
郡
陸
上
競
技
会
事
務
局

　
（
佐
野
）

☎
0
9
0
―
4
3
1
6
―
1
2
8
6

返
し
き
れ
な
い
借
金
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

東
北
財
務
局
で
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
や
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
金
返

済
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　
専
門
相
談
員
が
相
談
者
の
悩

み
を
丁
寧
に
お
聞
き
し
、
問
題

の
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書

士
等
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
電
話

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

対
象
　
借
金
返
済
で
お
悩
み
の

個
人
の
方（
自
営
業
者
の
方

を
含
む
）

受
付
時
間
　
月
～
金
曜
日（
祝

日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
9
時
～
12
時
、13
時
～
17
時

問�

東
北
財
務
局　
金
融
監
督
第

三
課　
多
重
債
務
相
談
窓
口

☎
0
2
2
―
2
6
3
―
1
1
1
1

（
直
通
）

山
元
町
の
未
来
を
つ
く
る

2
0
1
8
植
樹
祭

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
命
と
環
境
保

全
が
主
催
す
る
、
潮
風
か
ら
町

を
守
る
海
岸
林
を
再
生
す
る
た

め
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
す
。
特

に
、
親
子
で
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

行
事
名
　「
山
元
町
の
未
来
を

つ
く
る
2
0
1
8
植
樹
祭
」

　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
よ

う
と
お
も
っ
て
い
る
あ
な
た

へ
！

　

�

あ
な
た
の
手
を
か
し
て
く
だ

さ
い
！

　

�

1
0
0
年
先
に
贈
る
松
林

を
つ
く
る
た
め
に
！

日
時
　
3
月
12
日
㈪　
10
時
～

（
開
会
式　
9
時
45
分
～
）

集
合
場
所
　
普
門
寺
駐
車
場

植
樹
場
所
　
山
寺
字
須
賀
地
内

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
移

植
ベ
ラ
、
作
業
が
で
き
る
服

装
、タ
オ
ル
な
ど

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
命
と
環
境
保
全

　
理
事
長　
伊
勢　
脩

☎
0
2
2
4
―
24
―
5
5
7
1

ト
ン
ベ
イ

談
相
種
各
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連載

船
岡
駐
屯
地

創
立
記
念
行
事

日
時
　
4
月
8
日
㈰

　　
　
9
時
～
15
時

場
所
　
陸
上
自
衛
隊
船
岡
駐
屯

地
※�

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
当
日
は

Ｊ
Ｒ
船
岡
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

内
容
　
記
念
式
典
、観
閲
行
進
、

装
備
品
お
よ
び
訓
練
展
示
、

音
楽
演
奏
、
ボ
ー
ト
・
敷
設

車
・
戦
車
の
試
乗
、
物
産
販

売
な
ど

※�

敷
設
車
・
戦
車
試
乗
は
当
日

整
理
券
を
配
布（
枚
数
限
定
）

問
陸
上
自
衛
隊
船
岡
駐
屯
地

　
司
令
職
務
室

☎
0
2
2
4
―
55
―
2
3
0
1

　
（
内
線
2
0
6
～
2
0
8
）

▶規則正しい生活をしましょう
▶オアシス運動に取り組みましょう
▶安全に楽しく遊びましょう

▶犯罪にあわないための ●い●か●の●お●す●し
・知らない人について ●い●かない
・知らない人の車に ●のらない
・●おお声でさけぶ
・●すぐ逃げる
・●しらせる春休み中の町内小・中学校帰宅時刻

17時

「地域みんなで育てよう　青少年の明るい心」

　16時50分に防災行政無線による町内一斉放送を流します。児童・生徒に対する声がけなど、
地域の皆さんのご協力をお願いします。

問�事務局・山下小学校　☎37-0018

山元町小・中学校連合父母教師会 校外指導部
3月25日（日）～ 4月7日（土）

第153回 山元町児童生徒善導強調期間

問�役場消費生活相談窓口（町民生活課�生活班内）　☎37-1112

　就職や転職などで引っ越しが多くなる3月から4月は、賃貸住宅の退去に伴うトラブルも増える季節です。
　アパートや借家などの賃貸住宅を退去する際に、敷金を超える高額な原状回復費用やハウスクリー
ニング代金が請求されるなど、さまざまな相談も多くなります。
原状回復の考え方
○�賃借人（借主）の故意 ･過失、善管注意義務違反（善良な管理者の注意義務に反すること）、その他通
常の使用方法を超えるような使用による損耗などは賃借人が費用を負担する
○�建物・設備などの自然的な劣化 ･損耗など（経年変化）および賃借人の通常の使用で生ずる損耗など
は賃貸人（貸主）が負担すべき費用となる
　例えば、タバコの煙によるクロスの汚損や修繕が必要な傷をつけてしまった場合などは「借りた人」
が原状回復費用を請求されると考えてください。
　新たにアパートや借家などを借りる方、または退去の手続きを進めている方は、国土交通省のホー
ムページから現状回復の費用負担に関する一般的な基準を示した「原状回復をめぐるトラブルとガイ
ドライン」が参照できますので、退去時の参考にしてください。
　入居時の契約の際には、契約内容を理解することが退去時のトラブル防止につながります。契約者
が保護者で居住者が子どもの場合などは、入居する前に両者で契約の内容をきちんと話し合い、トラ
ブルを防ぎましょう。
　困ったことがあれば下記までご相談ください。

第127回　賃貸住宅退去時の原状回復トラブル
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縦覧帳簿の縦覧および固定資産課税台帳の閲覧
　平成30年度土地および家屋価格等縦覧帳簿の縦覧と固定資産課税台帳の閲覧は、次のと
おり行います。

◆土地価格等縦覧帳簿および家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
　納税者の方が所有する固定資産の価格と、他の固定資産の価格が比較できる土地価格等縦覧帳簿お
よび家屋価格等縦覧帳簿の縦覧を行います。帳簿を縦覧できる方は、納税者または納税者の委任状を
持参した方です。ただし、同一名義人が所有する固定資産の土地、家屋毎の課税標準額の合計が「免
税点（※）」未満の方は縦覧できません。
※免税点とは…�町内に同一名義人が所有する土地、家屋、償却資産毎の課税標準額の合計が土地（30万円）、

家屋（20万円）、償却資産（150万円）に満たない場合には、固定資産税は課税されません。
◆固定資産課税台帳の閲覧
　納税義務者の方が所有する資産の課税内容の確認、および借地人・借家人などの方については、使用
または収益の対象となる固定資産の課税内容を明らかにするため、固定資産課税台帳の閲覧を行いま
す。この台帳を閲覧できる方は納税者、納税管理人、納税義務者の委任状を持参した方、または借地人・
借家人、処分の権利を有する方です。
※�固定資産課税台帳の閲覧自体は年間を通して行っていますが、次の期間内に限り無料で閲覧を行います。
◆土地（家屋）価格等縦覧帳簿・固定資産課税台帳の縦（閲）覧期間など
　期間　4月2日（月）～ 5月31日（木）（土・日・祝日を除く）　　時間　8：30～ 17：15

縦（閲）覧場所 税務納税課（役場第1仮庁舎1階）

必要書類など

・縦（閲）覧する方が本人であることを確認できる身分証明書（運転免許証など）
・印鑑
・代理の場合は納税者（納税義務者）からの委任状
・�借地人・借家人、処分の権利を有する方が閲覧の申請をする場合は、当該権利
の目的である固定資産等との関係がわかる書類（賃貸借契約書など）

　4月2日（月）は、国民健康保険税（第9期）の納期限です。納期限を過ぎても納付がない場合は、4月
20日（金）に督促状を発送しますので、納期限内に納付しましょう。
　なお、今回で平成29年度の全ての税金の納期限を迎えることになります。もう一度、手元にある納税
通知書で納付忘れが無いか確認しましょう。

税金の納付は、口座振替が便利です
　平成30年度課税分から口座振替を行う場
合は、4月中に手続きをお願いします。
　なお、手続きには口座振替を行う通帳と通
帳印を持参いただき、右記の金融機関窓口に
備え付けの申込用紙に必要事項を記入の上、
ご依頼ください。
※�申込用紙のない取扱金融機関で手続きを行
う場合は、下記までご連絡ください。申込
用紙をお送りします。

■問�税務納税課 納税班　☎37-1114

■問�税務納税課 課税班　☎37-1114

口座振替ができる金融機関
取扱金融機関 申込用紙がある場所

七十七銀行 山下支店
仙台銀行 亘理支店
あぶくま信用金庫 亘理支店
みやぎ亘理農業協同組合 山下支所・坂元支所
ゆうちょ銀行 山元郵便局・坂元郵便局
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　軽自動車税は、毎年4月1日現在の所有者または使用者に課税されます。
　個人売買などで既に手元にない車両や東日本大震災で被災し、使用できなくなった車両を所有する方で
名義変更や廃車などの手続きをしていない方は、3月30日（金）までに各種車両の担当窓口で手続きを行
ってください。
　また、東日本大震災で被災した車両（原動機付自転車、農耕用含む）の代替として平成30年度までに取
得した車両については、取得した年度に応じて軽自動車税が非課税となります。まだ申請手続きがお済み
でない方は、早めの手続きをお願いします。
■各種車両の手続き担当窓口および必要書類など

原動機付自転車（50cc ～ 125cc 以下のバイク）、小型特殊自動車の場合
窓　　口 町民生活課（☎37-1112）または坂元支所（☎38-0301）
必要書類
など 標識交付証明書、印鑑、ナンバープレート（廃車・転出・町外の方に名義変更した場合）

軽三輪・軽四輪自動車、軽二輪車（125cc 超～ 250cc 以下）の場合
窓　　口 宮城県軽自動車協会（仙台市宮城野区中野四丁目1-38　☎050-3816-1830）
必要書類
など

自動車検査証、印鑑、新使用者または所有者の住民票（名義変更・住所変更の場合）、
ナンバープレート（廃車・県外の方への名義変更・県外への住所変更・標識変更の場合）

二輪の小型自動車（250cc 超）の場合
窓　　口 東北運輸局宮城陸運支局（仙台市宮城野区扇町3丁目3-15　☎050-5540-2011）
必要書類
など

自動車検査証、印鑑、新使用者または所有者の住民票（名義変更・住所変更の場合）、�
ナンバープレート（廃車・県外の方への名義変更・県外への住所変更・標識変更の場合）

■東日本大震災に伴う被災代替車両非課税申請窓口および必要書類など
窓　　口 税務納税課

必要書類
など

・�滅失または損壊した車両が被災車両であることを証明する書類（備考欄に「被災車両」
の記載がある登録事項等証明書、検査記録事項等証明書、廃車証明書など）
・印鑑
・代替車両の自動車検査証または標識交付証明書
・�マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カードと運転免許証などの本人確認書類

※�手続きの内容により取り扱いおよび必要書類が異なりますので、詳細については各種車両の担当窓口に
お問い合わせください。

■身体障害者等の軽自動車税の減免
　�　身体または精神に障害がある方が所有する軽自動車など（身体障害者で18歳未満の方または精神障
害者と生計を一にする方が所有する場合を含む）で、一定の要件に該当する場合は、申請により軽自動車
税の減免を受けることができます。
　�　減免の申請期限は、軽自動車税の納期限の7日前（※）です。ただし、別の車両（普通自動車を含む）で
減免を受けている方は、対象となりません。※平成30年度は5月24日（木）

　減免の対象となる方
　　○�身体障害者手帳、戦傷病者手帳の交付を受けている方で下肢不自由の方など（詳しい基準などはお

問い合わせください）
　　○療育手帳の交付を受けている方のうち、判定が「A」の方
　　○精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方のうち、障害の等級が「1級」の方
　減免申請窓口および必要書類など

窓　　口 税務納税課
必要書類
など

身体障害者手帳など、運転する方の運転免許証、自動車検査証、印鑑、マイナンバーカー
ドまたはマイナンバー通知カードなど

　※�公益のために専用する車両（社会福祉法人などが所有または使用する車両で、身体障害者・戦傷病者・
知的障害者・精神障害者を施設通所または通院などのために専ら使用されている車両）や車両の構造
が専ら身体障害者などの利用に供するための車両も減免対象となる場合があります。

問�税務納税課�課税班　☎37-1114

軽自動車などの手続きはお済みですか
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　狂犬病予防集合注射を下記の日程で行います。
　持参物・注意事項をご確認の上、希望の会場にお越しください。（雨天でも実施します）
月　日 時　　　間 場　　　所 ◆注意事項

・�会場には、犬を確実におさえられる
方が連れてきてください。
　�また、危険ですので、小さいお子さ
んはお連れにならないでください。
・�首輪はしっかり取り付け、犬が会場
で逃げないようにしてください。
・�軽トラックの荷台などに犬を乗せて
くる場合は犬が転落したり、綱が首
にからまったりしないように十分に
注意してください。
・�会場で注射が受けられない（犬が妊
娠中、健康状態がすぐれないなど）
場合は、下記の指定動物病院で予防
接種を受けてください。
　�なお、指定動物病院以外の医療機関
で接種した場合は、病院が発行する
注射済証（証明書）と手数料550円
を添えて下記問い合わせ課または坂
元支所で狂犬病予防注射済票の交付
を受けてください。

4月7日
（土）

� 9：30～� 9：50 深山山麓少年の森
10：05～ 10：20 浅生原公会堂
10：35～ 10：50 高瀬野菜集荷所
11：05～ 11：15 真庭区民会館
11：30～ 11：40 久保間生活センター
11：55～ 12：05 中山区民会館
13：30～ 13：40 体育文化センター
13：55～ 14：05 上平老人憩の家

14：20～ 14：45 防災拠点・坂元地域交流センター
「ふるさとおもだか館」

4月8日
（日）

� 9：30～� 9：40 鷲足公会堂
9：55～ 10：05 小平老人憩の家
10：20～ 10：30 大平生活センター
10：45～ 10：55 八手庭農村集落多目的センター
11：10～ 11：20 横山老人憩いの家
11：40～ 11：50 牛橋区民会館
13：30～ 13：40 花釜区交流センター
13：55～ 14：05 山下生活センター
14：20～ 14：45 山元町役場（保健センター前）

◆持参物　通知のハガキ（すでに登録している飼い主にお送りします）
　　　　　手数料　①注射料　　　3,100円（注射済票交付代550円含む）
　　　　　　　　　②新規登録料　3,000円（未登録の飼い主）

病　　院　　名 住　　　所 電話番号
ほりごめ獣医科病院 名取市愛島小豆島字島東304-4 022-384-1745
渡辺動物病院 名取市増田四丁目4-10 022-384-4379
桑嶋動物病院 名取市飯野坂一丁目7-48 022-383-5877
那智が丘アン・ペットクリニック 名取市那智が丘二丁目18-10 022-381-2311
かんの動物病院 名取市植松二丁目2-8 022-384-0201
杜の熊動物病院 名取市杜せきのした一丁目8-28 022-796-4063
みたぞの動物病院 名取市美田園7丁目1-24 022-302-6988
カサハラアニマルメディカルセンター 岩沼市中央四丁目9-2 0223-24-2426
じゅん動物病院 岩沼市桜五丁目11-7 0223-24-0912
あおぞら動物医院 岩沼市たけくま一丁目18-9 0223-24-0672
仙台南動物病院 亘理町逢隈牛袋字谷地添48-3 0223-33-1311

問�町民生活課 生活班　☎37-1112

狂犬病予防集合注射のお知らせ平成30年度

～生後91日以上の犬は、狂犬病予防注射(年1回)と登録(生涯1回)が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法律で義務付けられています～
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○放射性セシウムの簡易測定結果
� （単位 : ベクレル／キログラム）

食品名 産地 測定値 測定日

井戸水 町 検出せず 1月17日

フキノトウ 久保間 検出せず 2月14日

フノリ 新浜 検出せず 2月16日

※�測定値とは、セシウム134とセシウム137の合計値
となり、検出下限値未満の場合は「検出せず」と表示
されます。（検出下限値は食品の種類や量によって
変動します）
※検出下限値とは、当該測定で検出できる最少の値です。
※�測定器については、EMF211型ガンマ線スペクトロ
メータ（EMFジャパン株式会社製）を使用しています。

○放射性セシウムの基準値
� （単位 : ベクレル／キログラム）

食品群 飲料水 牛　乳 乳児用食品 一般食品

基準値 10 50 50 100

※�基準値とは、セシウム134とセシウム137の合計値です。
問 町民生活課 生活班　☎37-1112

国民年金は、なぜ大事？
　20歳以上60歳未満の方は、国民年金の被保険
者となります。20歳になると、厚生年金保険加
入者、またはその配偶者に扶養されている方を除

き、国民年金第1号の加入
手続きをする必要がありま
す。
　また、国民年金第1号被
保険者は、毎月保険料を納
めることが必要です。

公的年金の基本的な考え方
⑴　世代間扶養の仕組み
　�　公的年金は、個人が納めた保険料を積み立て
てその運用益とともに個人に返す積立方式では
ありません。現在の現役世代が納める保険料に
よって、高齢者の年金給付を賄う「世代と世代
の納める保険料で高齢者の年金給付を賄う」も
ので「世代と世代の支え合い」、すなわち世代間
扶養の仕組み（賦課方式）によって成り立って
います。

⑵　公的年金5つのメリット
　　世代間扶養の仕組みをとっているからこそ
　①賃金や物価に応じて給付額がスライド
　②受給権者が亡くなるまで年金を支給
　③万一の場合の障害・遺族年金の支給
　　といったことが可能になっています。
　　さらに、公的な制度であるからこそ、
　④給付費などに対して国庫負担がある
　⑤�支払った保険料は税制上、所得から全額控除
される（社会保険料控除）

　　など、私的年金にはないメリットがあります。

問 仙台南年金事務所　�☎022-246-5111
　�町民生活課�窓口班　☎37-1112

防災行政無線聞き直しダイヤル
～定時放送を除く直近の放送内容を
� 確認できます～

☎37-8650
☎37-8651

※通話料はかけた方のご負担になります。
問�総務課�危機管理班　☎37-1111

　町民が自家用として栽培、採取、飼育、捕獲
した農畜水産物などで、持ち込みにより簡易測
定を依頼された食品に係る測定結果の一部をお
知らせします。

食品などの放射能測定結果
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相談日 健診等

3 月 4 月

◆人 権 相 談 3月15日（木）
人権侵害、夫婦、親子間のトラブルや、いじ
めなどの相談

◆青少年相談 3月22日（木）
青少年の非行防止のため、問題を抱える青
少年や親との相談

◆法 律 相 談 3月27日（火）
法律に関する相談

◆生 活 相 談 3月28日（水）
生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩
みごと相談

◆登 記 相 談 4月10日（火）
土地や建物の名義書き換えなど、登記に関
する相談

◆消費生活相談 4月11日（水）
商品の安全、品質または訪問販売・債務など
に関する相談

◆年 金 相 談 4月12日（木）
国民年金、厚生年金など、年金に関する相談
や労災・失業保険に関する相談

◆行政苦情相談 4月13日（金）
国や県、町などが行っている仕事について
の要望や苦情相談

場所 保健センター　　■問 保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

場所 役場第1仮庁舎 第1相談室（1階）　時間 13：00 ～ 15：00 ■問 町民生活課 生活班　☎37-1112

3月15日から4月14日まで

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

◆健 康 相 談 4月2日（月） 13：30 ～ 16：00
生活習慣病予防を中心に、健康づくりに関す
ることに、保健師・栄養士が相談に応じます。

◆ヘルスチェックデー 4月2日（月） 13：30 ～ 16：00
血圧、体重、体脂肪率の測定継続的に測定す
ることで健康状態や身体の変化を知ること
ができます。お気軽にご相談ください。
※ 活動量計をお持ちの方は、ID とパスワードをご持参ください。

◆育 児 相 談 4月2日（月） 10：00 ～ 11：30
子育ての不安や悩み、離乳食など、気になるこ
とについて、保健師・栄養士が相談に応じます。

◆こころの健康相談 4月6日（金） 10：00 ～ 11：30 要予約
こころの悩みに伴う無気力や不眠など心身
の不調、認知症、アルコール関連相談など、
精神科医によるこころの相談を行っていま
す。詳しくは電話でお問い合わせください。

場所 役場第1仮庁舎 第3相談室（1階）　時間 10：00 ～ 15：00 ■問 保健福祉課 福祉班　☎37-1113

◆生活困窮者の自立に向けた相談 4月11日（水）
仕事や生活上での悩みを抱えた方と同じ目
線に立った、就労や生活再建に向けた相談

◆生活保護の相談 3月28日（水）、4月4日（水）
病気などで生活に困っている方に対し、生活保
護法に基づき生活を保障し、自分の力または、ほ
かの方法で生活ができるようになるための相談

※ いずれの相談も前日までに下記に予約してください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
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診療時間 9：00～ 17：00

休日当番薬局

やまもと健康だより
実施場所　保健センター� 問�保健福祉課�健康推進班　☎37-1113

事業名 月　日 対象者等 受付時間

母
　
子
　
関
　
係

母子手帳交付 4月� 2日㈪

山元町に住所のある妊
婦
※ 左記以外で交付を希望す

る方は保健福祉課健康推
進班までお問い合わせく
ださい。

9：30～
� 10：00

3～ 4カ月児健診 4月� 4日㈬ 平成29年11月8日
�～平成30年1月4日生まれ

12：30～
� 13：00

1歳1～ 2カ月児健診 3月28日㈬ 平成29年1月
� ～ 2月生まれ

12：30～
� 13：00

1歳6～ 8カ月児健診 3月16日㈮ 平成28年7月
� ～ 9月生まれ

12：30～
� 13：00

幼児歯科健診 4月12日㈭ 平成27年10月
� ～ 12月生まれ

12：30～
� 13：00

3歳児健診 3月14日㈬ 平成26年7月
� ～ 8月生まれ

12：30～
� 13：00

※ 休日における当番医は、急患患者の医療業
務のみを目的として実施していますのでご
協力をお願いします。なお、休日当番医は変
更になることもありますので、新聞などで
確認の上、受診してください。

 

3/11
（日）

◆熊谷内科医院
　☎34-5140（亘理町）
◆おぎはら歯科医院
　☎22-0712（名取市）

 

3/18
（日）

◆高橋内科乳腺外科
　☎33-1121（亘理町）
◆荘司歯科医院
　☎022-384-0101（名取市）
◆佐藤歯科矯正歯科医院
　☎33-0355（亘理町）

 

3/21
（水・祝）

◆平田外科医院
　☎37-4055（山元町）
◆優歯科医院
　☎022-383-7377（名取市）

 

3/25
（日）

◆松村クリニック
　☎38-0005（山元町）
◆名取中央クリニック（歯科）
　☎022-382-6231（名取市）
◆菊地歯科医院
　☎33-8960（山元町）

 

4/1
（日）

◆三浦クリニック
　☎33-1811（亘理町）
◆大友歯科医院
　☎24-3151（岩沼市）

 

4/8
（日）

◆三上医院
　☎34-3711（亘理町）
◆ライフタウン歯科クリニック
　☎022-386-1825（名取市）
◆あいタウン歯科クリニック
　☎23-6480（岩沼市）

 

注） 疾患や年齢などによっては対応できない
場合もありますのでご了承願います。

 

3/11
（日）
3/17
（土）

◆（株）ヤマムラ
　☎38-0150

 

3/18
（日）
3/21

（水・祝）
3/24
（土）

◆（有）阿部ホームサービス
　☎37-3469

 

3/25
（日）
3/31
（土）

◆（有）伊藤設備工業所
　☎37-2108

 

4/1
（日）
4/7

（土）

◆木村工事（株）
　☎37-2853

 

4/8
（日）
4/14
（土）

◆（株）クリワダ
　☎37-0013

 

■問 上下水道事業所 施設班
　 ☎29-4951

 

3/11
（日）

◆さざんか薬局
　☎32-1221（亘理町）

 

3/18
（日）

◆もみのき薬局
　☎34-2140（亘理町）

 

3/21
（水・祝）

◆調剤薬局エーゲ海
　☎37-7567（山元町）

 

3/25
（日）

◆ひまわり薬局
　☎33-4331（山元町）

 

4/1
（日）

◆わたり調剤薬局
　☎32-1530（亘理町）

 

4/8
（日）

◆ひかる薬局
　☎29-4081（岩沼市）

 

1月末現在【前月比】

世帯 4,690戸【� 3戸】

男 6,162（26）人【△� 1人】

女 6,247（29）人【△� 5人】

合計 12,409（55）人【△� 6人】
出生 6人 転入 29人
死亡 12人 転出 29人
婚姻 6件 △：減少

※ 上記（　）内は、うち外国人住民の値。

　受付専用電話に連絡し、症状その他の状況を伝え、受診可能かどうか問い
合わせの上、受診してください。
診療場所　総合南東北病院1階（夜間のみ開設）
　　　　　岩沼市里の杜1-2-5
受診方法　受付専用番号に問い合わせの上、受診してください。
受付時間　平日（祝日・年末年始除く）19：00 ～ 21：30
受付専用電話　070-6635-9454

平日夜間初期救急外来（自家用車・タクシーなどで来られる方対象）
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